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言 語 美 學 

金 原 省 吾 

一 聞き 或は 讀 みの 深さ 

今から 十七 年 も 前で あるが、 私 は 日本 橋の 或る 老舗に 家庭教師 をして 居た。 三月の 舉期 休に、 その 家の 子供さん 二 

人 を つれて、 久能 山から 箱 根に かけて 小 旅行 をした 事が あった。 その 時 その 家の 主人 H 氏 は 私に 二百 圆 渡して、 これ 

では 不足す ると 思 ふが、 もし 落しで もしたら つまらな いから、 これ だけ 持って行って くれ、 無くなったら 電報 をう つ 

て くれと いふ 事であった。 與津に 泊り、 箱 根に 泊って 私に は 二百 圓は おろか 百圓も 使へ す、 六 七十 II 使った きりで 歸 

つて 来た。 主人 H 氏 は 笑って どうい ふ 使 ひ 方 をした のかと いふ。 私 は 茶代の 出し 方 も、 祝 俵の 出し 方 も 知らす、 それ 

が あまり 少量であった ので、 爲替で 追加 を途 つたと いふ ことであった。 とにかく 旅に 出る 時、 一 一 使途 は 明細に 書き 

とめて 來て くれと いふ 事で あるから、 私 は 明細書 を 差し出した。 女中さん を 呼んで 家計簿 を 取りよ せ、 順次に 記入し 

た。 ダ めて 見る とニ錢 勘定が 合 はない。 不思議な 顔 をして また 計算し 直した。 それでも 猶ニ錢 あはない 。「先生 わか 

88 き^は 1® みの S さ 
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り ません か」 と 言 ふ。 とにかく 總額六 七十 圆の處 であ るから、 一 ー錢の 錯誤 は 思 ひ 出せない。 「仕方ありません」 と 言 ひ 

ながら、 「二 錢、 使途 不明」 と 記入した。 二百 圓 以上い る喾の を、 六 七十 圓 で濟 して 來てゐ るの だから、 それ 位の こと 

は 問題に しなくても よかり さうな もの だとい ふ 腹が ある。 帳面にまで それ をつ けす ともよ かりさうな もの * たとい ふ 腹 

が ある。 ー應 記帳が すむ と、 再び 手 をなら して 白紙 を 取りよ せ、 殘 つて 来た 金の 中から 百圓 とって、 紙に 包み、 それ 

を 私に 差 出して、 「御 苦勞樣 でした。 御 本で も H つて 下さい」 と 言 ふので ある。 私 は 成る 程と 思った。 この 場 八：： 間题な 

の は、 金高で はない。 挺途 不明で ある。 私 を 疑って 居る かと 言 ふと、 私 を 疑 ふ 様子 は 微塵 もない。 私 は その 金で 勉强 

すると 思 ふから ゝ その 金 は 惜しくない。 惜し いのは 使途 不明の ニ錢 である。 この 時 私 は實業 家の 心掛 はさう いふ もの 

かと 思った。 

これ は 平 福百穗 先生の 事で ある。 私が 先生の 塾に 日曜 毎に 美術史の 講義に 行って ゐた 大正 十 年頃の 事で ある。 私の 

講義が 終って、 後 は雜談 になった。 その 折お 弟子さん の 一 人が、 自分の 叔父さんの 話 をした。 叔父さんと いふの は、 

その 當時 はま だ 高等 商業であった と^ふが、 そこの 敎授 某氏で ある。 商業の 教授 だけあって 實に 細かい、 鉛筆が 一寸 

位になる と、 それ を 御 丁寧に も 竹の 軸に はめて 使 ふ。 —— さう いって 笑って 話した。 その 時 平 福 先生 は 新閒を よんで 

ゐられ たが、 新聞 を疊の 上に 置いた と 思 ふと、 すっと その 方に 向き かへ つた。 「君、 鉛筆 を それ迄に 惜んで 使 ふ 心 持 

がわから ない 様なら、 畫を やっても 無駄 だ。 今日から 畫を やめ 給へ。」 さう いって、 額に おら はれた 激しい 不快な 心 持 

が、 いつ 迄 も 消えなかった。 

些細なる もの は、 最も 具體 的なる ものである。 形が 些細なる 故に、 價値も 亦 些細で あると は 言へ ない。 この 「具 體 


的 小」 に 向って 集中す るの が、 日本の 高き 單純 性で ある。 全面に 心 を 散布せ す、 ある 些細なる 部分に 集中す る 單純性 

は、 古くより 吾等の 誠實 となって 居る。 全身の 脉に心 を 散布せ すして、 手頸の 一 つの 脉に 向って 集中す る。 一 つの 單 

純を以 つて、 全體の 動向 を 支持す るの が、 吾等の 單純 性で ある。 この 具體 に、 卽ち この 具體的 小に 集中す るの. が、 吾 

等の 言葉の 美擧 である。 

然 らば 何故に かかる 特色が 生じた か。 これ は 視 と 表現との 性質に 基く ので ある。 

視の働 は、 實に 直接で ある。 視る 意向 はすん すん 動き 進んで 行く。 これが 視る 働の 軸になる。 視られ たる もの は、 

軸の A 點 から 始まって、 軸の 側面に 增 加して 行く。 そして B  C が この 視內容 の 底面で ある。 底面 はこの 時の 視る働 

の 1 應の 完成で ある。 視の面 は A から B  C に 向って 鑛大 すると 共に， 常に 軸 A  C から 直角の 方向に ま 持せられ 

る。 この 軸の 側 方 支持に よって、 視の面 は、 厚さと 堅さと を もって ゐる。 

しかし 視の面 は必す 底に 向って 擴 がる 三角形 をな すと は 限らない。 むし 

視 铀 ろ視の 働の 進行 は、 視內容 を縮少 する 方向に 進んで ゐる。 視面を 單純狀 態 


に 支持 せんが 爲 である。 視の 働が ある 度 迄 進行す ると、 視の面 は 次の 如き 

八つ の 性質 を あら はすので ある。 

1. 視 軸に 對 する 視 面の 垂直線 は、 渐 次に 縮少 する。 縮少 すると 共に、 面 は 堅 厚と なる。 

2. 縮少を 起す とともに、 表現の 傾向が 一 暦顯著 になって 行く。 この 表現 傾向が 盛になる に從 つて、 視軸は 直接 

に、 表現形式 を 支持す る。 視 軸が 表現の 意志 を 示して ゐる。 

S き 或は S3 みの « さ 
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え 表現形式が 視軸 によって 直接に 支持せられ ると、 表現 は 特に 顯著 になり、 視面は 表現 面に 變 つて 行く。 ここ 

に 言葉が あら はれる。 視 面が 言葉になる と共に、 表現 面 は 一 暦 堅 厚 を增大 する。 

4. 表現 面の 堅 厚 を增大 すると 共に、 表現 面は視 面から 剝 離し、 視軸を 中心に して 廻轉 し、 獨立 する。 ここに 視 

面 は 言葉と なる。 ここに 於いて、 表現 面 は、 その 底邊を 得て 完成す る。 作品 はこの 底邊の 最も 完成せ る もの 

の 1 つで ある。 

5. しかも かかる 表現の 底邊化 は、 徐歉に 行 はれて 來 たもので、 遡れば 視面 生起の 最初から 存し たもので ある。 

6. 視 面と 表現 面と は、 成立の 過程に 於いても、 成立の 後に 於いても、 互に 投影し 合 ふ。 ここに 視 軸の 成長が あ 

る o 

L 視 面と 表現 面と は、 廻轉 して 重ねる ことが 出来る。 しかし 表現 面の 方が、 視 面より 成長して ゐる のが 自然で 

ある。 視軸は 表現の 働 を 直接に 支持す る やうに なつてから、 猶 成長した からで ある。 言葉になる 事に よつ 

て、 視る働 も 亦 成長す るので ある。 

8. 表現の 面 は、 視の 面から 軸に よって 廻轉 したので あるから、 廻轉 して 剝 離した 後 も、 猶 意向の 軸に よって 支 

持せられ る。 意向の 軸 は はじめは 視 軸であった が、 今 は 表現 軸で ある。 これ を 以後 中軸と よぶ。 かくて 視面 

と 表現 面と は 中軸、 卽ち 意志 を 共有す る。 換言すれば、 視る 意志 も、 語る 意志 も、 共通で ある。 視る 意志が 

卽ち 語る 意志で ある。 

かくて 視 面と 表現 面との 性質 を 比較 すれば、 
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共有す る もの。 剌。 A。  A  B と A  ^ との 方向。 B  C と？^ ひ との 

方向。 

相違す る もの。 A  B と との 長さ。 B  G の 長さと、 ^ひ の 長さ。 

而 して 第一に 、び び の 線 は、 中軸より 漸次に 第 一 節、 第 一 一節の 如く、 

節を以 つて 並んで ゐる。 これが 語 或は 文の 段落で ある。 

第二に かひ の 線 は、 背後に 三角形 A  ,B ひ の 面の 展開が ある。 この 展開 を 背後に 持つ ことが、 作品の 享と 堅と 

を 示す ものである。 作品 はこの 背景 あるが 故に 實に彈 力 的で ある。 作品の 性格 は耍 する に、 ひ 三角形の 底邊に 

對 する、 一切の 面の 性質に よって ゐる。 

視る働 は、 BC に 止る。 BC が^び になる に は、 視る働 だけで は、 不可能で ある。 それが 言葉に ならなくて は 

ならぬ。 言葉になる 間に、 中軸 は 進み、 ,B び になる。 この 言 紫に よって 進む 働が、 作品 化の 働で ある。 故に 表現 面 

は 言葉 を 持つ 爲に、 生長した 面で ある。 しかし この 延長 も價 値に 於け る 延長 增大 であって、 形體の 見かけに 於いて は、 

或は 縮 少して ゐる。 しかし この 縮少 も、 もとは 視 面の 中に ふくまれた 性質であって、 作品になる に當 つて、 突如と し 

て 起った 變化 ではない。 隨っ てこの 場合に も、 A  B 傾向と、 A  ^ 傾向と は、 一 致して 罟る。 

表現 面が 底邊 化する 爲に は、 次の 性質が 必耍 である。 

1 視 面の 表面が、 平滑で、 厚く 堅い ことが 必要で ある。 而 して 視 面が 平滑で あり、 堅 厚で ある 爲に は、 第一 に 

視面 がその 最初から、 言葉で 貫かれて 居なくて はならぬ。 第二に 視 面が 最初から 中軸に よって、 支恃 亡ら れ 

閔 き 或は！ a みの さ 
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て 居る 事が 必耍 である。 この 軸の 支持力が、 所謂 「文意」 である。 

9- 換言すれば、 視 面が 言葉に なり 切り、 中軸が 言葉 を 十分に 支持す る 場合に は、 表現 面 は 直に 剝 離し、 廻轉す 

る ことが 出來 る。 廻轉が 容易なる 爲に は、 圆式 的に び^ 線が 軸に 直交す る ことが 必耍 である。 

00. 表現 面の 堅 厚平 滑なる 爲に は、 推敲 を 要する。 この 推敲 は、 旣に視 面の 中に あった 傾向で あるが、 表現 面に 

於いて は、 一 曆顯 著でなくて はならぬ。 この 推敲の 終った 場合、 表現 面 は 完成し、 底邊、 卽ち 作品 ^ び 

が 出来る。 故に 推敲 は 作品 化の 中心 力で ある。 B  C がび びに 生長し 得た の は、 言葉に よる。 しかも 言葉 

をして、 更に 言葉たら しめる の は、 推敲で あるから、 ^ ひ の 生長 は 推敲の 結果 だと 言 ひ 得る。 而 して 之 を 

圖式 的に 言へば、 推敲と は視 面と 表現 面と を 重ねた 場合に 於け る BC ひ^ 面で ある。 

然 らば 言葉 を 聞く、 或は 言葉 を讀 むと は、 何で あるか。 

聞 或は 讀と は、 表現 面の 下 底に、 卽ち 作品の 各點 に、 A 點 から 斜線 を ひく 事で ある。 この 斜線 は 結局 A び 線 及び 

A  ^ 線に よって 代表 せられる。 そして A び 線卽ち 中軸 は、 意の 深さで あり、 A  ^ 線 は 形の 深さで ある。 しかも 

中軸 は 常に 表現 面 を 支持す るが 故に、 A  ^ 線 も 中軸に よって 支持せられ る。 故に 形の 深さ は、 意の 深さに よって、 

支持 せられる。 そして その 支持力の 薄弱なる 場合に は、 線と A ひ 線と は 異性 質で あるが、 その 支持力が 緊密 

である 場合に は、 同性 質で ある。 前の 場合に は、 意と 形と が 分離し、 後の 場合に は、 意と 形と が 一致す る。 而 して 意 

と 形との 一致す る 度の 高い 程、 作品 は 完全で ある。 卽ち この 兩 線の 一 致に よって、 EI 式 的に 言へば、 ^ び 線 は 完全 

である。 隨 つて 作品の 深さ は、 中軸 線に よっても、 側線に よっても、 測る 事が 出来る。 換言すれば 意に よっても、 形 


によっても、 測る 事が 出来る。 しかも 中軸と 底 邊とは 直角 をな すが 故に、 表現 面 は 直角三角形 であり、 形の 線 は 斜邊 

である。 故に 形の 線 は、 中軸の 線より 長い。 これ は 形が 意よりも、 言葉 を 持つ からで ある。 中軸に 於け る 未 表現が、 

斜邊に 於いて 完全 表現に なり 切って 居る からで ある。 而し てこの 深さ を 示す ニ絨の 間にある A1 點 からの、 總 ベての 

斜線 は、 文の 味の 深さ を 示す ものである。 

聞 或は 讀は、 底に 向って A 點 から 多くの 斜線 を 下す 事で あるが、 この こと は 換言すれば、 W ひ によって、 その 

背後の ものの 一 切、 卽ち A ひか の 全部 を感 する 事で ある。 これが 聞きの 深さ、 讀 みの 深さで ある。 

隨 つて 書かれ 或は 語られる それぞれの 言葉 も、 その 背後に は 常に 三角形の 表現 面 を 持って 居る。 この 背後の 面 をよ 

み 或はき く 事が、 一一 一一 n 葉の 深さ を、 よみ 或はき く 事で ある。 一 つの 言葉 を、 頹 似せる 他の 言葉に 辭書 的に 置き 換へ るの 

は、 言葉 を 聞き 或は 讀ん だと は 言へ ない。 置き 換へ るに は、 一 一 目 葉の 表現 面 を、 そ のま ま 置き去りに しなくて はならぬ 

からで ある。 

この 言葉の 背後なる ものに 就いて、 谷 崎 潤 一 郞 氏の 「私の 見た 大阪 及び 大阪 人」 から 引用す る。 

嘗て 砥 園の 茶屋 LL 遊ん， たと き、 夜が 更けて 急に 空腹^ 感じた 私 は、 座に 居る 五六 人の 藝者^ 顧みて、 「何 か& ベない かれ」 とき 

いて みれ。 日 ^顏 馴染みの 遠慮す る 人た ちではなかった から、 赏際 そのと き は何虚 かで 食べて 來れ あとで、 欲しくなかった の 

であらう、 「君 は、 君 は」 と 順に 尋ねて 行く と、 みな 首^ 振って、 「ぃリ まぜん」 と 云 ふ。 すると 最後-」 一番 歳の 若い 兒の 所へ 來 

ると、 ち i つと 考 へてから、 「あとが 出ェ へん」 と、 一と 言 さま リ惡 さう に 云って 笑った 。皆の 中で-ての 兒だけ 一人腹が 減って 

ねお の だが、 東京の 藝者 だと こんな 場合に 、「あとが 出ない わ」 とだけ では 濟 まない やうに 思 ふ。 …… 東京なら、 何とかもう 少 

B き^は？， ほみ の « さ 
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し、 前後に 言 ひ譯 のおし や ベリが つづく か、 でな けれ. はァケ スケに 「あたし S くわ」 と 云 ひさう に 思 ふ。 …… 該 者に 限らす 關 西 

の 婦人 は 凡べ て さう 云 ふ 風に、 言葉 数少 く、 婉曲に 心持ち^ 表现 する。 それが 東京に 比べて 品 よくも 聞え、 非常に 色氣が ある。 

…… 今日 東京の 言葉 は 標準語と なって ねる くらね だから、 文法的に は 最も 正確で ぁリ、 表現 法が 緻密で 自. E でも リ、 說 いて 委 

曲^ 盡 すのに は 一 番 便利で ある けれども、 純日本風の 奧 床しい 女の 一 百 葉と して は甚. た 不向き だ。 一 と 口に 言へば 束 京の 言粱は 

おしや ベリに 過^る やうに 出來 てね ろ。 上方に だってお しゃ ベリの 女は澤 山ね るが、 それでも 東京のお しゃ ベリと は 趣が 違 ふ。 

と 云 ふの は 言葉が 違 ふからで ある。 例へば 大 K では 「て LL^ は」 ^使 ふこと が少 い。 使っても 柬京 ほど 使 ひ 分けが 祌餒 質で な 

い。 、、れ は 適切な 引例で ないか も 知れない が、 東京 語で 「あれし は 分らない わ」 と 云 ふのと、 「あれし では 分らない わ」 と 云 ふの 

どっち 

と は 使 ふ 場合が 違 ふ。 然る に 大阪 では そんな 區 別が なく、 恐らく 孰 方の 場合に も 「うち 分れ へん」 と 云 ふ. たけで あらう。 …… 

大阪の 言葉 はさう 云 ふ點が 妙に a い。 最初に 東京 語で 書いて これ^ 大阪 語に 直さう とすると、 二種 類の 表現 LL 對しズ 一 稀 S し 

か 表現 法の ない-、 とがめる。 …… 東京に は 「遊ば ぜ 言葉」^ 始めと して 尊敬の 程度、 職業 年齡 階級 等の 複雜 な變 化に 啕 する 云 ひ 

表 はし 方が. K に 畳 富 だ。 「すろ」 と 云 ふ 言葉 1 つに 對 しても、 「します」 「なさる」 「なさい ます」 「遊ばす」 「遊ばします」 「いれ 

します」 - マ るんで す」 「する のです」 「する ので ご * さいます 」 「 しま すんで す 」 「いた マので ございます」 「する の」 「する の r*」 

「す るんだ」 「す るん^ わ i」 「する わ」 「する わ i」 「す るんだ わ」 「して r*」 「しゃがる」 —— まめ 思 ひ 出せる だけで もこん なに 

あって、 一 つ 一 つ 皆 幾らか 氣 分が 違 ふ。 大阪 語に はとても、 こんなに 澤山は あるまい。 單 語の 上へ 「御」 の 字^ 付ける-、 とも 來 

京の 方が 多い やうで ある。 ：：： で 兎に角 さう 云 ふ 風 だから、 大阪 語に は 言葉と 言葉との 間に、 此方が 推量で ^味^ 酌み 取らな 

ければ ならない 隙間が ある。 東京 語の やうに 微細な 感情の 陰翳まで も 痒い 所へ 手の 屆 くやう に 言 ひ 翕す 譯に 行かない。 東京の 

おしや ベリ は何虚 まで 萬遍 なく 撫で 廻す やうに しゃべる が、 大阪の は 言葉 數が 多くても、 その 間に ボッ ン ボッン 穴が もいて ね 
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る。 言葉と しての 機能から 云へば 東京 語の 方が 無論 優って^ リ、 現代人の 思想 感情 ^表 はすに は、 これでなければ ffl が 足りな 

いで あら. r が、 しかし 隅隅まで ホジ クリ^す やう に 洗 ひ 浚 ひ 云って しま ふの は、 何ん となく 下品な もの. た。 東京 語の 方が 餘計 

丁寧な 云 ひ 廻し^ 使って 却って 品惡く  M える の は、 そのれ めな の だ。 ビん れい 「寡言」^ 美 |5 と考 へる 東洋に あって は、 富^も 

國民 性に 叶って 出來 てね るの だから、 その 理想に 背く やうに 錢逹 させる と、 少 くと も その 首 語に 備 はる美 點は失 はれて しま ふ o 

…… さすが に 關 西の 婦人の 言葉に は 昔ながら の 日本語の 持つ 特長  十の ことん ニー 一つし か 口 へ 出さな いで 殘リ は沈默 のうちに 

仄かに ただ i は y  一 0、 —— あの 美し さが 今 も傳 つて ゐ るの は偷快 だ。 

かくて 言葉 は單 なる 符號 ではない。 その 背後に その 一一 一一 〔葉 を ！：• 出した 生活が ある。 大阪 語に は、 その 背後に 大阪 人の 

生活が あり、 東京 語に は， その 背後に 東京 人の 生活が ある。 言葉 を 通して、 この 背後の ものに 迄 達する のが、 聞きの 

深さ、 讀み の 深さで ある。 

言葉の 背後に ある もの、 作品の 背後に ある ものに、 觸 れる處 まで 行く のが、 聞き 乃至 讀 みの 深さで ある。 同時に 言 

葉が 背後の もの を 持つ こと、 背後の ものの 產出 とし T 語らる る こと 乃至 は 書かる る ことが、 語り 乃至 は 書きの 深さで 

ある。 

A からが ひ に 下した 斜線 は、^ ひ の 背後の 三角形に 對 する 還元で ある。 而 して 背後の 三角形 を 支持す るの は、 

A より C への 延長 を 中軸と した 性質で あるから、 更に この 中軸に 向って 還元し なくて はならぬ。 故に 聞き 或は 讀み 

の 深さ は、 第一 に 背後の 三角形への 還元、 第二に 三角形の 支持者た る 中軸への 還元で ある。 この 還元の 還元 迄 進めて 

閔 き 或は 讀み の 滦 さ 
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來て、 はじめて 聞きと 讀 みと は 根源に 達した ので ある。 文意 を 得る と は、 この 言葉の 根源に 迄 達した 成績 を 言 ふので 

ある。 故に 聞き 或は 讀 みの 立場 は、 A より C への 延長た る 中軸 線に 向って、 全 三角形 を歸 着せし むる 如く、 聞き 進 

み、 讀み 進む 處 にある。 

線^び に 現れて 居る もの は必. f しも 多く はない。 その 少 いものの 背後なる ものに、 一 1 觸れて 行く。 そこに は 

視の 作用と、 表現の 作用との 生起 的關 係が ある。 表現の 面 を 中軸に 還元 すれば、 表現 面と 視 面との 剝離 を、 苒び視 の 

面に 還元す る 事が 出来る。 剝離を 還元して、 視の 面に 重ねる ことが 出来る。 そこに は 現れた 形 を 一 點 とした 大きい 世 

界が ある。 ことに^-ひ が 表現 面の 特に 縮少 せる 底邊 である 場合に は、 些少なる もの は、 ー曆 些少で ある。 この 些 

少なる ものに 卽 して 背後の 全 體を讀 みとり、 聞き とらなくて はならぬ。 かくて 中軸への 還元 を、 更に 視 面へ 還元 すれ 

ば、 言葉の 問題 は、 視の 問題、 卽ち 生活の 問題に かへ される。 ここ 迄 言葉が 歸 つて くれば、 言槧は 完全に 生活に 還つ 

て 行く。 言葉 を 生産した 生活に 言葉が かへ つて 行く。 言葉 を 中軸に かへ すの が 言葉の 深さであるなら、 言葉 を視 にか 

へす の は、 言葉の 厚さで ある。 厚さと は 深さ を 一 層立體 的に した 假の言 葉で ある。 

かくて 言葉の 成立 は、 厚さ を 有する ものであるから、 ここに 些少なる ものの 等閑に 附し 得ぬ 理由が ある。 些少なる 

もの を、 深さと 厚さと に讀み 進め 行く 用意が、 讀 みの 態度で あり" 聞き 進め 行く 用意が、 聞きの 態度で ある。 ここに 

些少なる ものの 持つ 價 値が ある。 特に 寡言 を美德 とし、 單純性 を 至 境と して 來た 日本の 言葉と 文學 とに あって は、 些 

少なる ものの 價値を 見落す 事 は出來 ない。 これが 單純 にして 寡默 なる 生活と 藝 術との 產出 であり、 それ を 味読し 行く 

吾等の 心で ある。 
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聞き 讀む働 は、 次の 如き 性質 を 持つ。 

L 表現 面 を 中軸に よって 廻轉 して、 視 面に 還元す る。 

Z 視 面に 還元し きれぬ 餘剩 が、 最も 作品 化の 働の 强 かった 部分で あるから、 その 點にカ を 集中す る。 

a. 如何に 中軸が 延長した か。 

h 如何に 底邊が 移動した か。 

a 表現 jS の底邊 の各點 に、 AJ から 斜線 を 下す。 これ は 底の 各點 が、 中軸 的に 如何に 成立して ゐ るか を 示す ので 

ある。 この 斜線 は、 中軸 線と 斜邊 線との 兩 性質 を、 それぞれの 事情に 適應 せしめた 成績で ある。 文の 深さ はこ 

の 斜線の 統 一 としての 斜邊 線、 中軸 線と なる。 

丄 かかる 還元 を 更に 中軸に よって 廻鞾 させて. 視 面と 重ねる 時 は、 ここに 成立 的に みられた 言葉が ある。 

故に 服 光 紙背に 徹する の は、 耍 する にこの 各點の 斜線 を、 中軸 線に 還元す る 力、 更に 中軸 線に よって 廻轉 する 力の 

透徹 をい ふので ある。 言葉の 深さと は、 この 透徹 性 を 言 ふので ある。 言葉が 視 面と 表現 面との 間に 浮動す る こと、 換 

言 すれば、 表現 面に なり 切らぬ 言葉に は 深さがない。 そして 表現 面に なり 切る 爲に は、 言葉 は その 基礎 を視 面に 置か 

ねばならぬ。 視る 働の 中に あら はれた 言葉が、 書く 働に なり 切り、 中軸 線 を 通して、 滲透し 合はなくて はならぬ。 こ 

の狀 態の 言葉 を、 表現 面 特に 作品 底邊 から 視 面に 還す 力が、 讀み 或は 聞きで ある。 作品 を讀 むと は、 一 i=c 葉 をよ むので 

ある。 語 を 聞く と は、 一一 一一 n 葉を閒 くので ある。 讀み 或は 聞きの 透徹と は、 言葉の 透徹で ある。 言葉 以外に 作品 はない。 

しかし 作品 は單 なる 言葉で はない。 背後に 視る働 を ふくみ、 言葉の 產出を ふくんだ 言葉で ある。 この 視る 働に かへ し 

一 
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て 行く 言葉の 讀み 或は 聞きに 達する のが、 國語 生活の 樂 しさで ある。 

言葉 のうしろ に は 見る 働が ある。 この 視る こと を 外にして 語る こと を考 へる 譯には 行かない。 例へ ば 「源氏物語」 の 

「桐 壺」 に 帝が 桐 壺を失 はれて からの 悲しみ を 描いて、 

はかなく： HS; 過 ざて、 後の わざな どに も 細かに とぶら は^^ ふ。 程 ふるま まに、 せむ 方な う 悲しう お ぼ さるる に、 御 方方の 御 

とのね など も、 わえ てし 給 はす、 ； T た 涙に ひ. ちて、 明かし 茈らぜ 給へば、 見 奉る 人 さへ 露け き 秋な リ。 

といって ゐる。 この 「露け き 秋な り」 は， 人の 心の 露け さと、 屋外の 自然の 露け さとの、 一 緒に なり、 交融 した 視 面の 

描寫 である。 悲しみの 心 を、 自然の 露に 見れば、 心 も 亦 露け く、 しみじみと 秋を感 する ので ある。 自分の 心 を 自然の 

中に 見、 自然 を 自分の 心の中に 見る ので ある。 この 視面 を廻轉 すると、 ここに 「露け き 秋な り」 が ある。 卽ち この 「露 

けき 秋な り」 の 背後に は、 人 を 見、 自然 を 見る 服が ある。 見る 眼の 働の 無い 人 は、 他の 人の 視る 眼の 働に も 深く 入り 

得ない。 故に 讀み 或は 聞く 爲に は、 その 基礎と して、 自分の 視る 働がなくて はならない。 

a る 働に ついて、 兒島 喜久雄 氏が、 注意すべき 觀察 をして ゐる。 視る 眼が 達すべき 限界に 就いて 言 ふので ある。 

藤 田嗣治 君の 力作。 (昭和 九 年 九月 九日、 東京 朝日 新聞の 「二 科會 評」 巾) 

藤 田 君の 描いた 日本人 は 皆 西洋人が 描く 日本人^^いで わる。 …； 日本人が 日本人^ かく^ 合に は單に 日本人の 人種的 タイズ 

け^ 掘んで 滿 足して は 居ない。 なほ その上に モデ ルの 個性まで 摑ま うとす る。 と-、 ろが 西洋人 や 藤 田 君の やうな 準 西洋人に 

先づ 第一 に 日本人の 人種的 典型に 眼^つ ける。 さう して それが 本 常の 口 本人 だと 考へ るの だら うとお も ふ。 なる 程 それ は 日本 

人の タイプに は 違 ひな い。 その タイプ に 個性が 加 はつれ ものが 吾 吾 日本人の いふ 本赏の 日本人な ので ある。 ^から 遐田 君の 描 
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いれ： M 本人 は 皆う つろ な^^して ねろ。 厳めしい 眼 付 はして 居ち けれども あれ は 藤 田 君が 描く 股の マ -I H 1 ルで^ 性の 宿 つれ 

眼つ き • ちゃない ので ある。 嘘 だと 思 ふなら 膝 田 君の 描 いた 眼^ 殘らす 比べて 見て^れ まへ。 

これ は 見る 腿の 限界 卽ち視 面が、 如何に 表視 面に 直接す るかの よい 例で ある。 

かくて 自ら 視面を 持つ ものの みが、 他の 視面 にも 到り 得る ので ある。 しかし 自分の 視 以上の 視 にあへば、 自分の 視 

は敎 育せられ る。 ここに 根源の 舉 びが ある。 

私 自ら を 振り返へ ると、 私の 文章の 讀 みは 手 寫 から 始 つて 居る。 私達の 少年 時代に は、 今の 様に 印刷術 も 進ます.、 

謄寫 版の 如き 簡便なる もの もな く、 副讀本 的の もの も、 模範 文 も、 すべて 先生が 之 を 板書し、 生徒が 之 を書寫 した。 

書寫の 作業が、 1- 時間 も 二 時間 も 緩く ことがあった。 しかし 寫 して 居る と 自然に 了解され る。 だから 先生 は寫 させた 

ままで 次の 過程に 進まれる 事が 多かった。 

家庭で もさう であった。 私が 日本の 古典 を讀み 出した の は、 尋常 六 年生 あたりで あるが、 誰も 私に 敎 へて くれる 人 

もな く、 また 私 も 誰に 敎 はらう とも 思 はす、 借 覽の書 は 勿論、 家 藏の書 を も 一 1 手寫 した。 「竹 取 物語」 「土 佐 日記」 

を はじめ， 「保 元 物語」 「平 治 物語」 の 軍記 物 迄、 何れも 手寫 した。 ことに 「竹 取 物語」 は 二 囘も三 囘も寫 しかへ たやう 

に 思 ふ。 寫 して 居る と、 讀んだ だけで はわから ぬ個處 も、 段段に わかって 來る。 そして 一 つ 一 つの 細かい 言葉の 相 遠 

まで も わかって 來る。 寫す こと は、 讀む事 を 深める 最も 直接なる 方法であった。 寫す こと は、 讀む 立場 を 書く 立場に 

か へ て 行く 事で ある。 自分 を 半ば 表現 面に かへ す 事で ある。 隨 つて 最もよ く視 面に かへ す 事が 出来る。 故に 表現 面の 

視 面への 廻轉、 卽ち讀 みの 深さ， 讀 みの 實踐 は. この 手寫 によって 最もよ く 成し 得る ので ある。 

IB き 或は 證み Q«s さ 


私 は その後 久しい こと、 この 手寫 のこと を 忘れて 居た が、 或る時 遠 藤隆吉 先生に、 漢文の 勉强法 を 伺った ことがあ 

る。 先生の 御 返事 は 至極 簡明であった。 「それ は 君ね、 寫す さ」。 ここで 私 は 自分の 少年 時代に やった 手寫の 勉强法 を 

思 ひ 出した。 今の 國語敎 育 は、 手寫 をす てて ゐる。 これが 讀 みの 深さに 達し 得ぬ 一 つの 理由で はない かと 思 ふ。 私 は 

文の 推敲の 場合に も、 原文 を 訂正す るに 止めす、 全く 別紙に 新ら しく 寫し 直させね ばなら ぬと 思づて 居る。 書く こと 

は、 單 なる 受動的な 働で はない。 稿 を 新たに する の は、 最もよ い 表現の 方法で ある。 讀む 場合に も、 手寫 によって 1 

語 一 語 を視の 面まで 還さなくて はならぬ。 中世 盛に 行 はれた 寫經の 習慣 も * 讀みを 深める 點に 甚だしく 貢獻 したに 相 

違ない。 かくて 讀 みの 深さ は、 

1. 乎寫 する こと。 

え 手寫 によって 氣 づき 得る 些 末なる 相 遠 を、 出來 得る 限り 丁寧に 還元す る こと。 

卽 ち手寫 によって、 些細なる もの を 活かして くる こと、 これが 讀 みの 深さに 到る 實踐 である。 

！ e。 ここに は視 面と して 視な 中心に して 考察 しれが、 これ^ 思惟 作用の 場合に 置き 換 へれば、 思惟 面と なる。 この場合 も關係 

は 仝く； E 1 である。 以下 || て同樣 である。 

一一 表  現 

前の 視 面の 八 性質 中、 その 3 と 4 とに あたる 段階が、 ここで は 問題 化される。 

表現形式が 視軸 によって 直接に 支持せられ ると、 表現 は 特に 顯著 になり、 視面は 表現 面に 變 つて 行く。 ここに 言 


葉が あら はれる。 

表現 面が 堅 厚 を增大 すると 共に、 表現 面は視 面から 剝 離し、 視軸を 中心に して 廻轉 し、 獨立 する。 ここに 視面は 

一 l=n 葉になる。 

この 二 段階 は 言葉になる 直接の 過程で ある。 

視 面が 言葉 化せん とする 傾向が 熟して 行く と， 表現 面と して、 視軸卽 ち 中軸が 廻轉を はじめる。 この 廻轉の 一 點を 

今 展開 點と 呼ぶ。 言葉が 展開 を はじめる ー點 である。 面して この 展開 點の 背後に は、 意に よって 貫かれて 來 た^の 面 

が ある。 この 視 面が 言葉になる 一 點は、 隨 つて 意 軸， 卽ち 中軸 上の 一 點 である。 此 處で視 面から 表現 面に かけて、 中 

軸 上の 一 點、 卽ち 展開 點を通 やる 横 斷線を 作る と、 圖の 如くなる。 

D  E 視面。 E  F 表現 面。 

E 中軸。 中軸 上の 一 點、 展開 點。 

而し てはじめの 表現の 形で は、 

であって、 視 面と 表現 面と は、 數學 的に 釣合って ゐる。 故に 視 面が 增大 すれば、 表現 面 も そ 

れに應 じて 增大 する。 然るに 日本の 藝術 傾向なる 單 純化の 耍求 によって、 E 點を F に 向つ 

て 移動させる ことが 行 はれる。 そして 新ら しい ^ 點を以 つて 新ら しい 展開 點 とする。 この 

場合に は 


D 


表現 面 

中軸… 展開 點 

視面 


D  w 視面。 D  F 表現 面。 

^ 中軸。 中軸 上の 一 點、 展開 點。 

となる。 ここに 於い て 

D  E ゝ >  E  、！' 

となって、 數擧的 釣合 は 破れて くる。 然 らば 視面は 重く、 表現 面は輕 いで あらう か。 視 面の 增大 は、 かへ つて 表現 面 

の 貧弱 を 持ち 來 たす であらう か。 

これに 就いては、 の 間の 性質 を考 へて みなくて はならぬ。 の 間 は 以前 は 表現であった ものが、 D 瓦の 

增大 によって、 視 面に 位置 を讓 つたので ある。 しかも F 點は、 だけの 增大 にも 係らす、 位置 を 動かさない。 そ 

の 結果 表現 面は甚 しく 延長 を 小に し、 密度 を大 にして 來る。 そこで はか かる 移動 上の 變化 によって、 如何なる 

性質 的 變化を 受けた であらう か。 最初の 行動が、 今 は 意志の 中に 埋れ たので ある。 しかし S れても 埋れて 終り はしな 

い。 意志 を强く 動かす 動力 を 持って 埤 れてゐ る。 靜 止せる 埋沒 でなくて、 行動せ る埋 浚で ある。 故に この E  W 部 

は、 表現と 視 との 中間に あって、 最も 張力の 高まった 部分で ある。 背後に 視を 持ち、 前途に 表現 を 持ち、 しかも 自ら 

は 表現たり し 部分で ある。 この 特殊なる 張力 を 有する 部分 を豐 富に 持つ ことが、 單 純化の 作用で ある。 故に 單 純化の 

作用 は、 これ を 二つの 方向から 言 ふ 事が 出来る" 

1、 單 純化と は、 表現 を視に 還元す る ことによって、 張力 を增大 する 作用で ある。 

1 1、 單 純化と は、 D 點 及び F 點を 動かさす して、 E 點 のみ を W 點に 動かす 作用で ある。 


この 單 純化の 作用 は、 言葉の 上に 如何なる 變化を 持ち 來 たすか。 大岛正 健 氏 「我 大和 語の 構造」 (藝 文、 昭和 六 年 一 

月號) 

爱に國 語の 作成に 於いて、 名詞と 動詞と、 何れが 先 出なる 可き かとい ふ、 重要なる 問題 ぁリ。 前に 出 だせる 者に は、 名詞 先立 

の 例 も あれ ど、 是 に 由 リズ 一 槪 に 他な 推し 難し。 今 左に 一 例と して スと いふ 一昔 r* リ出づ る 諸 語 ^舉げ て、 此間 題^ 考究すべし。 

スは 動きお る 物の、 落ちつく 有樣^ 示す 意な ろ こと もリ。 これ 語根な リ。 之に 語尾の ム^ 添 ふれば、 スムと 曾 ふ 動詞^ 生 す。 

此 動詞 は 落ち着く とい ふ 意の 語^-完成す。 之な 基と して、 同形に し \ レ別義 なる  一一！ 種の 動詞 出で 来る。 

其 一、 ス ム (濟) は 動作の 終リ て、 落ち着きお るな リ。 爭が スム、 仕 拂がス ムの 如し。 

其 二、 スム (淸) は 上面の 浮動 物の 降下し、 水の 濁リ 無く 淸く なりたるな リ。 濟 ムは轉 じて 澄 ムの義 と 爲リ、 月が スム、 心が 

ス ム などと い ふ。 

ス (洲) は 水 瀬の 落ち着きれ るに 由リ て、 生じれ る處^ いふ。 

ス (is) は洒の 浮動 物の 落ち着きて、 淸き 液と 爲リ おる ものな リ。 

其 三、 スム (住) は 虚^ 定めて 落ち着 4、 たるな リ。 

ス (巢) は 鳥獣の 住所な リ。 

名詞 先 出 にて、 之 ^語根と 爲し、 之に 語尾^ 添へ て、 動詞^ 生す る ものな リと 主張す る 者み リ。 此 等の 人人に、 前に 舉げれ る 

第三の 例に 於いて 巢^ 基と して、 住ムの 生じれ る ものと す。 然ると き は 何故に 巢にス の 音^ 與， 4 るか、 之な K 明すべき 貴 任^ 

有す。 スムは 濟ム、 淸ム、 住ムに 共通す る 同根、 同 尾の 語な リ。 然るに 此三語 ^互に 關 保無き、 各自 弒 立の 者と 見做さざる 1* 

得す。 是れ 謬見なる べき こと かなり。 

表  現 
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表  現  - 

合理の 解釋は 次の 如し o 三 語に 共通す るス は、 落ち着く とい ふ^ 漠 なる 意^ 合め る 語根に して、 未だ 明確なる 意義^ 有する 名 

詞と稱 すべき ものに 非す。 之 に ム とい ふ 語尾の 添に リて落 チ着ク とい ふ 意^ 完成し、 次いで 濟ム、 淸ム、 住ムの 三種の 觀 念^ 

表 はす、 明確なる 意義^ 有する 動詞^ 生ビ しな リ。 この ムは 構成 語尾の 職^ 務め、 語极の ス^ 助けて、 動詞の 意義^ 完成す。 

此 等の 動詞の 意義 は 反って 語根に 移リ、 語极は 吏に 名詞と 爲リ、 第二の 淸ムの 場合に は洲と 酢と^ 生じ、 第三の 住ムの 場合に 

は遛^ 生じれ るな リ。 右の 例 LL て は、 動詞 先 出に して、 名詞 後出なる こと 言 ふまで も 無し。 ス は語极 として は菘ち 着く とい ふ 

朦朧なる 意義^ 有すろ LL 止まり、 未だ 完仝 なろ 語と 稱 すべきに 非 や。 之に ム なる 語尾の 添 はりて、 完全なる 動詞と 爲リ、 而し 

て 其 動詞の 義^ 受けて、 語 极の獨 立 語と^ ると き、 完 仝なる 名詞と 爲 るな リ。 故に 前に 舉げれ る邋 は、 住ムの 意^ 受けて 生じ 

たる 後出の 語に て、 住ム は、、 れが先 出の 語な リ。 若し 此 順序^ 顚倒 する ことと ぜ. は、 第二 例に 於いて 洲 若しくは 酢 は 先 出に し 

て、 淸ムは 後 出 となる、 奇怪なる 結果に 到着すべし。 語根の スは、 完 仝なる 語と は稱し 難しと 雖も、 濟ム にも、 淸ム にも、 住 

ムに も、 共通の 義^ 舍 める ものな リ。 獨 リ住ム のみ^ 切リ 離し、 濟ム、 淸ムと 沒交涉 と爲す は、 三者の 緣起 深き 關係^ 見落し 

たる ものなる べし。 言語の 作成に 於いて、 何れが 先 出なる か、 後出なる か^-判 する は、 其の 異リ たる 場合 場合に 由るべきな リ C 

動詞 先立、 名詞 後出なる 事 は、 原始的な 語る 働から も 見出せる。 例へば ここに、 「うまう ま」 と 一 百 ふ兒 fi 語が あると 

する。 この場合、 この 「うまう ま」 に は、 様様の 意味が 考 へられる。 

こ こ に 「うまう ま」 が ある。 

「うまう ま」 はおい しい。 

「うまう ま 一 を ほしい。 


もっと 「うまう ま」 を ほしい。 

もう 「うまう ま」 はいらな い o 

「うまう ま」 を 猫が 食べ さう にして ゐる。 

「うまう ま」 が 手に ついた。 

「うまう ま」 がそ こ に 落ちた。 

子供の 言った 「うまう ま」 の 意味 は、 際限 もな く多樣 である。 とにかく これ は、 「うまう ま」 なる、 食物なる、 單 なる 名 

詞 ではない。 「うまう ま」 は 食物が 働いて ゐる 姿で ある。 「うまう ま」 は靜 止で はない、 それ は 働き を 持ち、 働く 「うま 

うま」 である。 「うまう ま」 は、 物事の 名 を あら はす 名詞 だけの 意味で はない。 事物の 狀 態の 表現に 向って 傾いて ゐる。 

名 を 示す と共に、 この 名 を 持つ ものの 狀 態に 對 する 態度 を 示して ゐる。 故に この 「うまう ま」 は、 動詞 的 性質、 或は 形 

容詞的 性質 を 持って ゐる。 名詞 的 性質 は 外見の 形で、 その 語られる 主要の 意 は、 動詞 的 形容詞 的で ある。 それ はま だ 

用言と しての 語尾の 變化 など を 持って は 居ない。 動詞 的 形容詞 的の 形體を 具へ て は 居ない。 しかし 「うまう ま」 の 指し 

示す 意 は、 動詞 的 形容詞 的の 働で ある。 動詞 は 動的 狀態を 示し、 形容詞 は 靜的狀 態 を 示す 方向に 傾く が、 共に 狀 態の 

表現で ある。 言葉 を 作られ 終った ものと 考 へる ことなく、 言葉 を 作られつつ ある もの、 働きつつ ある ものと みれば、 

「うまう ま」 が單 なる 名稱 として 述べられ たもので なく、 その 狀 態と 自分の 關係を 語る ものと なって 居る。 また 名詞と 

も 動詞 形容詞と も 分かれぬ この 子供 言葉の 中に、 旣に 明瞭に 動いて 居る もの は、 動詞 的 形容詞 的 意志で ある。 言葉 を 

語る 意志で あると みる 立場から すれば、 この 言葉 は 動詞 的なる もの、 形容詞 的なる ものと 見る 外 はない。 


表  現 

動詞 • 形容詞が 原始 語の 中心 形體 であると 考 へられる も 一 つの 理由 は、 動詞 • 形容詞 は、 他の 品詞の 形體を もふく 

んで 居る からで ある。 名詞 は 名詞の 形し か 持た す、 助詞 は 助詞の 形、 代名詞 は 代名詞の 形し か 持たぬ のに、 形容詞， 

動詞 は、 一方に 名詞 的なる 形 を 持つ と共に、 他方に は 助詞 • 助動詞 的なる 形 を 持って ゐる。 卽ち 語根 は 名詞 的 性質で 

あり、 語尾 は 助詞 的、 助動詞 的で ある。 動詞 • 形容詞から、 他の 品詞 を 分 出し 得る 形 を 持って 居る こと は、 動詞が 未 

だ 分化し ない 形で あり、 他 を 分 出し 得る 根源の 形で ある こと を 示す ものと 考 へられる。 そして この 性質 は 後に 名詞 か 

ら 動詞の 作られる 場合に も 現 はれる。 卽ち勉 强 • 攻擊 等の 名詞が、 勉強す • 攻擊す 等の 動詞になる 場合に は、 名詞 は 

語根の 位置 を 取り、 これに 「す」 の 動訶が 添って、 語尾の 位置 をと るので ある。 しかも この 「す」 は、 語根 語尾の 展 別が 

判然とし ないで、 著しく 助動詞 的で ある。 動詞 中 最も 助動詞 的なる もの は、 この 「す」 である。 この 「す」 が 名 を 動詞 

化す こと は、 注意すべき である。 然るに 形容詞が、 その 靜止的 性質 を 一 暦顯 著に して 来れば、 副詞 的に なり、 文に 於 

いて 副詞 的 修飾語と なる ので ある。 

かかる 動詞 • 形容詞の 如き 狀態詞 は、 言語の 最初の 形なる 事が 想像 せられる。 この 語根 • 語尾の 生起 を 先の 展開 點 

の 問題に 還して 考察す る。 動詞 「ス ム」 は 勿論 表現 面の 言葉で あるから、 前の 圖 式で EF の 間にある。 この EF を 

更に 單 純化す る爲 に、 E を^ | に 送って、 表現 面 を w  F に縮少 すれば、 「ス ム」 にも また 內的變 化が 起って くる。 

卽ち r スム」 は 二つの 部分に わかれる。 そして 「ス」 は E  ^ の 間に 留り、 r ム」 だけ が 表現 面に 現れる。 ここに 語根 r ス」 

と、 語尾 「ム」 とが 性質 的に 區 別せられ る。 大島氏 は 「ス」 が 先に あり、 それに r ム」 が 結合した と說 いて ゐられ るが、 私 

はこれ を 逆に 考へ てゐ る。 先づ あつたの は 「ス ム」 であって、 その 「ス ム」 が、 E の^- へ の 移動に よって、 r ス」 と 「ム」 
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とに わかれた ので ある。 そして に留 つた 「ス」 は 表現 的に は靜 止した 狀態 をと り， 隨 つて 名詞 形になる。 この 

E  ^ での 靜止を 一 暦大に すれば、 そのままの 位置で 「巢」 「酢」 の 如き 名詞と なる。 故に 名詞 は よりも、 D  RI 

に 近い 性質、 視 面に 近い 性質 を 持つ ことが 知られる。 縮少 された 表現 面に ある 「ス」 が 敏活に 働いて、 表現 面で 活躍す 

る。 これが 語尾の 活用で ある。 

然るに W が 更に F に 向って 動いて、 P となった 場合に 何が おこる か。 もともと F の 間にあった もの は、 動 

詞* 形容詞の 語尾、 助動詞 • 助詞で ある。 助動詞 は 語根と 語尾との 區刖 のない、 全體が 表現 作用に なって ゐる點 で、 

動詞 • 形容詞の 語尾と 甚だ 近い。 動詞の 中で 佐行變 格の 「す」 は、 名詞と 結合して、 自分が 語尾の やうに なって 働く 位 

であるから、 その 語根と 語尾の 判然せ ぬ點に 於いて は、 助動詞 的で ある。 活用 も 何も 持たないで、 全身 を以 つて 働く 

の は 助詞で ある。 助詞 は 形は變 へない が、 意味の 點 では 非常な 廣 さを以 つて 居て、 様様の 場合に 働き 得る。 それ は 動 

詞の 語尾が 時の 様様な 狀態 や、 他 語との 結 用の 様様な 狀 態に 適し 得る と 同 一 である。 (助詞の この 幅の 廣 さに ついては 

後に 述べる )o 而し てこの W  ^ の 間に 沒す るの は 何で あるか。 

一 、 助詞。 助詞 は 活用 を 持って 居ない から、 この 點で、 靜止 的狀態 をと り 易い とみえて、 敏活に 働く にも 係らす、 

この場合に、 w  ^ に 沈んで、 一見 無表情な るが 如くに 見える。 表現 的であった ものが、 この 撵會に 沈默す 

る。 かう いふ 沈默 が大阪 語に あら はれて ゐる。 谷 崎 潤 一郎 氏が 東京 語と 大阪 語と を 比較して、 注意せられ たの 

はこの 點 である。 谷 崎 氏 は、 東京 語で は 「私 は」 と 「私で は」 と を 明瞭に 使 ひわけ るのに、 大阪 語で はこの 區 別な 

く、 「うち 分れ へん」 といって、 「は」 「では」 の 助詞 を省赂 して ゐる事 を 指摘して ゐられ る。 しかし 大阪 人に は、 


「は」 と 「では」 の區 別が わからない 譯 でもな く、 また それ を區刖 して 使 ふ 必要がない 譯 でもない。 それ を 大阪の 

好に よって 省略して ゐ るので ある。 大阪に それが 無くて 現れない ので はない。 あるに も 係らす 省く から、 w  I； 

の 起伏の 味が ある。 それ だから また A より ^ ひ に 斜線 を 下す 事が 出來 る。 もし 助詞がないなら、 ここに 斜 

線 を 下して、 言葉の 味の 深さに ふれる 事 は出來 ない。 

二、 助動詞の 部分的 埋沒。 

「六 種の 活用形 を 完備して ゐる もの は、 下 二 段 型 活用の 六 語と、 ナ行變 格 型 活用の 一語と、 ラ行 變格型 活用 中 

の 三 語 を 合せて 十 語に すぎない。 その他 は、 

未然形 を缺 くも の 八 語  連用形 を缺 くもの 七 語 

已然形 を缺 くもの 一 語  命令形 を缺 くもの 十七 語 

である。 而 して 右の 活用形の 缺如は 二つ 以上 を 兼ねる もの もあって、 活用形 は 動詞 • 形容詞に 比して 著しい 變 

體を呈 して ゐる とい はなければ ならない。」 (本 講^ 木 枝^ 1 氏 「文語 法 精 說」) 

こ の 倾向は 口語に 於いて 一 曆 はげしい。 例へば 打消 助動詞の 

「ながら」 は 未然形 • 連用形の 二形 「まい」 は 終止形の 一 形 

のみ を 持って 居る。 然るに 「まい」 は 文語の 「まじ」 に相當 する に、 「まじ」 の 方 は 命令形 を缺 くの みで 他の 五 形 を 

持って ゐる。 また 未來の 助動詞の 

「う」 終止形の 一 形 「よう」 終止形の 一 形 


のみで ある。 ここに 埋沒 したの は 口語 助動詞の 命令形で ある。 

命令形 有る もの。 受身、 使役、 崇敬の 三。 

命令形 無き もの。 可能、 打消、 時、 推量、 指定、 希望、 比況の 七。 

命令形の 無い ものが 多い。 然るに 文語で は 

命令形 有る もの。 受身、 使役、 崇敬、 指定の 四。 

命令形 無き もの。 可能、 推量、 希望、 咏嘆、 比況の 五。 

命令形の 有る と 無き との 兩 様なる もの。 打消、 時の 二。 

であって、 锂沒の 倾向は 口語に 多い。 のみなら す、 口語で は咏 嘆の 助動詞 を 失って ゐる。 

かくの 如くして、 E 點の 再度の 移動に よってな された 表現 面の 縮少 作用 は、 言葉の 表現 を單 純に して 來た。 しかし 

この 單 純化 は E& の 間にある 言葉の 味に よって、 言葉の 態度 そのもの を 高めて 來た。 

信 州 小 諸に 居た 頌科は 弓^ やつれ ことが もる。 誰でも 最初のう ち は、 的 _レ 向って 矢^ 當 てること ば か リ^ 心掛ける。 唯赏リ さ 

へ すれば い い。 左樣 いふ 時代に は、 幸に 1 本の 矢が 的^ 貫く、、 と はあって も、 他の 矢 は 思 ひも ぶらぬ 場所へ とんで 行く。 射手 

の 心 LL 頼む と-、 る もな く、 矢の ffl 直^ 辨別 する 力 もな く、 さう して 幸 Li 當 つれ 矢 は 高慢で 煩い 「熟練」^ 思 はぜる ばかり だ。 小 

諸に 住む 舊 士族の 一 人で、 弓術に 心得の ある 老人が 私達の 矢場へ 來た。 その 老人が 先づ 「姿勢」^ 正す こと^ 私達に 敎 へて くれ 

；:。 それからの^ 達の 矢 は、 假令 的^ 貫く ことが 出來 ないやうな 場合で も、 一手 揃 ひで 同じ 場所^ 行く やうに なつれ。 これ は 

文章の 道に も 宛篏 めて 見る ことが 出來 る。 唯 好き 文章^の み 作らう と 思って 焦心す る こと は、 決して 目的^ 達する 道で はない。 

表  現 
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眞に 好き 文章^ 作らう と 思 ふ もの は、 どうしても 先づ 自己から 正して かかられば ならない。 (島^ 藤 村 氏、 钣倉だ r* リ) 

この 「姿勢」 を 正す とい ふこと は、 言葉の 上に は 様様に あら はれる が、 これ を 展開 點 E  ^_ 等の 場合に 持って くれ 

ば、 この 「姿勢」 の 問題 は、 E  W 更に E  & の 間の 問題になる。 「姿勢」 を 正す と は、 w  F 或は^ I  F の 間の 問題 

でなくて、 隱れ たる 表現 性 E  p、  E  & の 問題で ある。 言葉の 「姿勢」 を 正す と は、 この かくれた る 表現 性を以 つて， 

現れた る 表現 性に 働き かける やうに する 狀態を 言 ふので ある。 この 狀態 は、 後 を ふり かへ つて みれば、 表現 w  F 

或は! 5  F と E  W 或は E  W と を 1 致せし むる ことで ある。 更に 之 を 遡 元 すれば、 表現と 視とを 一 致せし める 事 

になる。 常に 表現 を 背後なる ものに 還して 行く 事になる。 故に 單純 性の 傾向の 進行 は、 同時に 姿勢 を 正す こと を 伴 は 

なくて はならぬ。 

この 事 は 東洋の 敎 養の すべてに 通す る 態度であって、 佛 者の 食事 は、 

上 分 三寶、 中分 ra 恩、 下 及 六道、 皆 同 供養。 

である。 己のと る 食 は 上 は三寶 に、 中 は 四 恩に、 下 は 六道に、 卽ち 世界の 1 切の ものと、 1 切の 德に 向って この 食 を 

分ち、 供養す るので ある。 

1 口 爲斷ー 切惡。 

二  口 爲修ー 切 善。 

三 口 爲度諸 衆生、 皆 共成怫 道。 

とい ふ 心で ある。 一口 は 一切の 惡を斷 絶し、 二 口 は 一切の 善を增 進し、 三 口 は 一切の 衆生と 共に 佛道を 成就す るので 


ある。 食が この 姿勢に よって 高められて 來る。 この 姿勢に よって、 人生の 高い 精神 生活に 參與 する。 言葉 もこの 姿勢 

によって、 高い 精神 生活に 參與 する。 言葉の 單純性 は、 ここまで 生活 を 高めて 來 なくて はならぬ。 この 生活の 高擧に 

貢獻 する の は、 展開 點の 移動で ある。 

註。 美術に 於いて、 かかる E 點の 反復 的 移動^ 行へば、 色の 畫 から、 線の 畫乃至 墨の 畫 になる。 束洋の 美術史 は 長い 苦心の 

末に 之な なし 遂げて ねる。 

三 言 葉の 幅 

言葉 を 聞き 或は 讀 むの は、 言葉の 辭書的 解釋を 聞き、 或は |!陚む のではなくて、 その 言葉の 產 出せられ たる 根源 を、 

聞き 或は 讀 むこと である。 而 して 言葉の 產 出せら るる 根源 は、 語らん とする 意志で ある。 視面を 貫いて 來た 意志で あ 

る。 卽ち之 を圖式 的に い へば、 中軸で ある。 この 中軸 を 聞き、 讀 むこと である。 如何と なれば、 言葉より 先に 意志が 

あるから である。 隨 つて 語る こと は、 言葉 を 語る のでなくて、 語らん とする 意志 を 語る ので ある。 聞く の も その 意志 

を 聞く ので ある。 意志 を 離れた 言葉 は 無意味で ある。 その か はり 意志が 充實 して 居れば、 一 般的 文法的に は 破格の 言 

葉で あっても、 人の 心情に 祈へ る 力が ある。 

聖人 國^ 治め 耠ふ時 は、 風雨 時に 從ひ、 天 は 天の 德な あら はし、 地 は 地の 德が あら はれます。 (鸠翁 道話) 

この 語法で、 はじめに r 德を あら はし」 と あるから、 一般的の 對應の 習慣から 言へば、 「地 は 地の 德を あら はします」 

がよ い。 しかし この 表現の 中に 注意すべき は、 語りつつ ある 間に、 意向の 變遷が ある ことで ある。 「天 は 天 の 德をぁ 
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ら はし」 と 言った 時と、 同 一 の 意向であるなら ば、 「地 は 地の 德を あら はします」 と 一 W ふので ある。 一 般の 句法と は、 

意向の 變遷 なき 事 を豫定 してで ある。 しかし 若し 語りつつ ある 間に、 意向が 變 化したならば、 その 變 化に 應 じて 表現 

の 上に も 自然に 變 化が 現 はれる つ これ は 現れる のが 自然で ある。 書く 時よりも、 語る 時の 方が 意向の 變 化が 多い。 實 

踐 的に 人に 對 して ゐ るからで ある。 そこで 語る 言葉の 速記 をみ ると、 文章と して は 可成り 格の く づれて 居る 事 を感す 

る 箇所が 多い。 にも かか はらす 聞いて ゐる 場合に は、 少しも その 壞れ に氣 がっかない。 意向の 變化を 語勢の 上 や 表情 

の 上に 見て 居る からで ある。 その 變化を 示し 裏 づける もの を 見る からで ある。 意向の 屈折に よる 句法の 屈折 は 自然で 

ある。 然 らば この場合 にも、 この 句法の 屈折 を、 ここに 讀 みとる こと は 出来ない であらう か。 そして その 意向の 屈折 

を讀 みとらば、 この 句法 は 破格で あるから とて、 棄て 去らねば ならぬ もので あらう か。 吾等が 聞きよ むの は、 一般で 

あるから 聞きよ むので はなくて、 特殊で あるから 聞きよ むので ある。 隨 つて 最もよ く 語る 人 は、 最もよ く異る 語り 方 

をす る 人で ある。 

夏の 夜の いざれ なくと も、 大八： i 衣 推し 脫 がして、 寢 冷えして 風 ひかし、 煩し 耠 ふな。 (南 總里見 八 犬傳) 

これにつ いても、 一般的 句法から 言 ふなら ば、 「衣 推し 脫 がし」、 「風 ひかし」 と あるから、 r 寢 冷えして 風 ひかし」 で 

なくて、 「寢 冷えさせて 風 ひかし」 でなくて はならぬ。 ここで も 意向の 屈折 を讀み 取るならば、 この 屈折の 故に、 また 

特殊の 味が ある。 ここに 一般の ものな しとて、 その 故にの み 非難す る 事 は 出来ない。 

家居の つきづきし くわら まほし き： そ、 假リの 宿りと は 思へ ど、 與ぁる もの なれ。 (徒然 草) 

これにつ いて、 「しく あらま ほし」 は 無駄で、 「家居の つきづき しき こそ」 と あ る べきで ある。 「家の 相應 なるこ そ與 
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あれ」 とい へば 聞こえる が、 「相 應 にありたい 事 こそ 與 あれ」 では 埒 が あかぬ。 察する に 兼 好の 消し 損ねで あらう とい 

ふ 意見が ある。 實に その 通りで ある。 しかし これ も 「家居の つきづき しき こそ」 と 言って 居る 間に、 いっか 自分の 希望 

が 混入して、 「家居の つきづき しく あらま ほしき こそ」 と、 自分の 願望の 形で 言って 仕舞った。 さう いふ 自己の 混入 も 

亦、 自然で 面白い。 かう いふ 屈折の 間に、 この 書いた 人の 心の 姿 も 見える 氣 がする。 この 心の 屈折の 故に、 人の 心の 

姿が ありあり と 見 ゆる 例 は、 「萬 葉 集」 にも 多い。 例へば 

紫のに ほ へ る 妹^に くく あらば 人づま 故に 吾戀 ひめ や も 

の 如き も 一例で ある。 この 屈折の 中に、 人づ まを戀 する 心の 情 熟と 欝積と が 見える。 

かう いふ 論理的 矛盾に よって、 かへ つて 心の 姿の 見える の は、 その 論理的 矛盾 を 生ぜし めた 背後の 必然性 を感 する 

からで ある。 表れた その 儘の 形に は 矛盾が あっても， その 矛盾 を 表し 出した 背後に は、 必然なる ものが ある。 矛盾が 

よいので はない。 矛盾 を 犯 かさし めし 力に よって、 か へ つて 心の 姿 を 知り 得る のがよ いので ある。 この場合の 矛盾と 

は、 一 般的 • 文法的の 矛盾で ある。 しかし この 一 般 的. 文法的なる もの を 犯す の は、 その 場合の 實踐的 特異性で ある。 

言語の 背後の 性質 を考 へれば、 それが 前に 語られた と 全く 同じに 語られる 場合 は考 へられない。 必す 前の 何れの 場 

合と も異 つて ゐる。 隨 つて 言葉 は、 その 言葉が 前に 語られた 何れの 場合と も異 つて、 語られて 居る。 號令 でさへ も、 

時時に 異る。 全く 同じに 響く 號令 はあり 得ない。 それから 受ける 感受 も 亦、 全く 同じ こと はあり 得ない。 語られる 度 

に 前の 言葉 は變 形せられ、 修正せられ、 新ら しく せられる。 故に 語る 事 は 襲 踏でなくて、 新生で ある。 創始で ある。 

同 一 の 語が そのまま 二度 語られる 事 はない。 同 一 の 言葉 はお そらく 生涯に 一 度 語られる ばかりで あらう。 


0 楚の幅 

寳生九 郞氏は 「謠曲 ロ傳」 に 於いて、 能 は 五 年 前の 「羽衣」 も、 今 曰の 「羽衣」 も、 五 年後の 「羽衣」 も、 寸分 逮 はぬ もの 

でなくて はならぬ と 言って ゐられ る。 しかし そこまで 能 を變 化させす に 守って 行かう として 居ても、 しかし 五 年 前の 

と、 今日のと、 五 年後のと は、 全く 同じで はない。 背後の ものが 同じで ないから である。 そこに その 度に 新ら しく 生 

れか へ つて 來る 新ら しさが ある。 命の こもれる もの は、 舊くは 成り 得な い。 

故に 語る こと は、 共通 點 です るよりも、 異質 點で する。 異質 點 でしながら、 それが 何故に 理解せられ るか。 これ は 

問く 人 も、 亦、 言葉の 創造 をな し 得る からで ある。 簡 くこと は、 語る 事と 相 通す る。 よく 聞く もの、 所謂、 聞き上手 

は、 同時に 語り 上手で ある。 隨 つて、 吾等が 人の 一一 一一 n 葉 を 思 ひ 出す 時には、 きまって その 人の 特色 ある 語り 方 を 思 ひ 出 

す。 言葉が 生きて 居る の は、 その 異り 方に よって 居る。 

語る 事 は、 思惟 ゃ視が 言語と 結合す るので はない。 視面 乃至 思惟 面が 言語と 結合す るので はない。 視面ゃ 思惟 面 は 

はじめから、 言語で ある。 視面ゃ 思惟 面の 表現 性が、 ある 度 迄發展 すれば、 中軸に よる 迥轉 を以 つて 剝離 する。 そし 

てこの 剝離 による 表現に よって、 一麿 視 乃至 思惟 は發展 する。 語らねば 視 は發展 しない。 語らねば 思 も發展 しない。 

語る ことによって 視も思 も發展 する。 

語る こと は、 思視が 言葉と なること であるが、 それ迄 無關 係であった ものが、 成立に あたって、 ここで 突然 結合 を 

はじめた 譯 ではない。 はじめからあった 倾 向が 自律 的に 展開した ので ある。 一 曆 著しく 展 I！ したので ある。 その 表現 

の 展開が 十分 見えて 來 ると、 もと 別別にあった ものが、 今 新ら しく 結合した かの 如く 見える。 しかし これで は 成立 闢 

係が 逆であって、 視 思との 結合でなくて、 視 思よりの 剝離 である。 結合して 言葉が 顯著 になった のではなくて、 剝離 
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して 顯著 になった ので ある。 思視は はじめから 言 紫の 形 をと る。 しかし 思視の 微弱な 時 は * 言葉 も 亦 微弱で ある。 思 

視の 混沌た る 時 は、 言葉 も 亦 混沌で ある。 もし 言葉に なり 得ぬ 思視 ならば、 後 迄 その 思視は 言葉に はなり 得ない。 

かくて 言葉 は思視 による 發生 である。 思視は 時時に よる 特殊で ある。 故に その 發生 たる 言葉 も 亦、 時時に よる 特殊 

である。 思視の 特殊性に よる 新生で ある。 故に 言葉 は 常に 新ら しい。 感嘆， 詞は單 純 極まる 形 を 持ちながら、 人の 心に 

直接す るの は、 思視 との 剝離 性が 少く、 思視と 直接し、 また 他の 思視 とも 直接す るからで ある。 聲 にあら はれぬ 言葉 

さへ 聞く 事が 出来る。 最も 思視に 直接す るからで ある。 言 紫 を 聞く のは敎 育で はない。 言葉 を閜 くの は 天賦に よる。 

相互の 思視の 自らなる 一 致に よって 聞く ので ある。 先驗 的なる 一 致に よって 聞く ので ある。 しかし 剝離 後の 言槧 は、 

先驗性 だけで は 聞き 得ない。 そこに 敎 育の 力が 働く。 先験的 一 般 性の 上に 更に 後天的 一 般 性が 繼 がれねば ならぬ。 敎 

育 はもと もと 特殊性 を 目 ざす ものでなくて、 一般性 を 目 ざす ものである。 この 後天的 一般性に よって、 剝離 後の 言葉 

の 表現 は 聞き 得らる るので あるが、 その 中軸 をな す もの は、 依然として 先驗的 一般性で ある。 敎育 によって 聞く ので 

あるが、 敎育を 貫く もの は、 この 中軸で ある。 言葉 を 新生させる 中軸の 力 を 持たぬ もの は、 新生せ る 言葉 を 聞く こと 

は出來 ない。 隨 つて 語る ことが 自己 を 語る ので ある やうに、 聞く こと も 亦 自己 を 聞く ことで ある。 自己に よって 聞く 

ことで ある。 自己に よって 他を聽 くこと である。 故に 聞 手 を 離れて 語る こと はなく、 話 手 を 離れて 聞く こと もない。 

話 手から 直接に 聞 手に 連る もの は、 話さう とする 意志で ある。 思 視が言 葉に ならう とする 意思で ある。 きれぎれの 音 

聲 ではない。 きれぎれの 音と して 聞かす、 一 つの まとまった 意味と して、 まとまった 思視 として 聞く の は、 この 言葉 

たらん とする 意志で ある。 この 意志 は 中軸で あり、 中軸 は 展開 點 である。 この 展開 點 E に 立つ ことによって、 聞き 

言 葉の 幅 
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a  ^の @ 

もし、 語り もし 得る ので ある。 故に 聞と 話との 間の 共通 點を求 むれば、 E に 達する。 この E によって 話 手と 聞 手と 

を 連絡せ しむる のが、 言葉の 働きで ある。 この E 點連績 が古來 言葉の たまし ひ、 卽ち 「ことだま」 である。 言葉が 生 

きて ゐ ると いふの は、 この E 點連續 の 作用 をい ふので ある。 

言葉 は 思視の 展開で あるから、 言葉 は變 化と 動 搖とを 常態と して 居る。 いはば 波の 如き ものである。 波の 形 を 氷結 

せしめれば， それ は旣に 波で はない。 言葉 を 氷結せ しめれば、 旣に 言葉で はない。 水の 形 は 千變萬 化、 極り なしと い 

つても、 しかし そこに は 自ら 一 つの 限定が ある。 正方形の 波 や、 矩形の 波 は 立ち 得ない。 松葉の 様な 波 や、 櫻の 枝の 

様な 波 は 立ち 得ない。 如何なる 變 化の 中に も、 波 を 支持す る 一般性 は ある。 言葉 はまた 歩行に も 比べる 事が 出来る。 

歩行 は 一歩、 一歩、 必. f 時に よって 同じで はない。 履物と、 地の 高低と、 見て 行く 周 圍の狀 態とで、 一 步 一歩 同じで 

はない。 同じ 一 歩 を 踏む こと は- 生涯に も あり 得ない 程、 一 歩 一 步は異 る。 その 異る 間に、 また 自ら 共通す る ものが 

ある。 一 一本の 足の 運動の 形 や、 足の 向き や 其 他に、 共通の もの を 見出す ことが 出来る。 かくて この 一 般 性と、 一 般性 

の 動搖、 これが 言葉の 姿で ある。 動拣に 着目 すれば、 言葉の 幅が ある。 一般性に 着目 すれば、 言 紫の 定位が ある。 

言葉の 持つ 幅に 就いては 三つの 場合が 考 へられる。 

1 、 言葉の 一 般性 として 持つ 幅。 

一 一、 言 紫の 動搖 性と して 持つ 幅。 

コー、 文の 構成 上に 持つ 組織と しての 幅。 

1 は、 言葉が 辭書 的に 持つ 幅、 卽ち言 葉の 多義で ある。 令 その 著しい 例と して • 動詞 「や」 を あげる。 


L 「有り や」 の 「や」 の 如く、 疑惑の 下にあって 內省 する 性質 3 

え 「赤い 花や 白い 花」 の 「や」 の 如く、 存在 を關係 的に 重ねて 列擧 して 行く 性質。 

3. 「君の あるく に 似る 人 も あへ や」 の 「や」 の 如く、 似た る 人に あはん こと を 希望す る 性質。 

4. 「鳴け や 鳴け 鳴け」 の 「や」 の 如く、 鳴かん こと を 希望し、 希望の 心 を 基礎に 笸 いて、 鳴かん こと を 要求す る 意 

志 表示の 性質。 隨っ てこの 形 は、 その 初期 形と して、 3 の 希望 形 を 持って 居る。 3 は 希望 を 示しながら * しか 

も その 中には、 微かながら、 自分自身に 命令す る 心 持が ある。 この 希望の 中に ひそむ 命令の 心 持が 發展 して 顏 

著に なれば、 ここに 希望より 耍 求に 進行す る 心の 陰影が 生す る。 この 形が 一 曆 高度に な^ば 5 の陔 になる。 

a 「思 ひき や、 雪 ふみわけて 君 を 見ん と は」 「心なく 雲の 隱 さうべし や」 「行か ざらん や」 是 等の 三 阿の 示す 「や 一 

は、 一般に は 反語と 稱 せられる。 上の 記述 を 一 擧 にして 顚 倒し、 全然 反對 なる 様狀を 表示せ しむる のが 反語で 

ある。 この 中 第一 の 例 は、 この 雪路の 中に して 君に 遇 ふ 豫期は 全く 持って ゐ なかった ので、 その 意外なる に濺 

いたので ある。 しかし その 中には、 君 を 兒んと は 思 は ざり しとの 意志 表示が ある だけで、 それ以上の も Q はな 

い。 この場合の 意志 表示 は 低度で ある。 然るに 第二の 例に あって は、 雲の 隱す こと を 希望せ す、 隨 つて その 希 

望に 反して、 雲が わが 顧る 山 を隱す こと は 有り得な いとい ふので ある。 その 中には 雲に 向って 山を隱 すヾから 

すと 耍求 する 意志が 示されて ゐる。 ここに は 他 をして 自己の 意志に 服從 せしめん とする 高度の 意志 表示が ある。 

第三の 例の 示す 意志 表示 は、 如何なる 障害の 中に あって も斷然 行く べしと する 意志の 高度 を 示す ものである。 

故に この 「や」 の 意志 表示 は 最も 高き 意志 表示で ある。 かくて 言 ふ處を 一 擧 にして 飜 して、 靳 らし ぃ斷定 をうる 


處に、 最初からの 斷定の 及び難い 最高の 意志 表示が ある。 

故に 「や」 の 示す もの は、 1 の 疑惑に はじまって、 2 の 列擧に 進む。 列擧は 疑惑で はない。 認定せ る もの を m ねる の 

である。 その 認定 は 更に 耍 求の 形の 之に 加 はる ことによって、 希望と 耍 求と を 通じて、 最後に して 最高の 意志 表示と 

なる。 疑惑 はもと より 障害で あり、 躊躇で ある。 然るに 「や」 はこの 疑惑から 認定に 入り、 更に 普通の 肯定で はなし 得 

ない 最高 度の 肯定 をな して ゐる。 かかる 推移 を 示す 「や」 が ある。 

^ 「や、 誰 ぞ」。 この 「や」 は 疑惑の 態度に よって 呼びかける 性質で ある。 そこに は 呼びかける ものよりも、 疑惑 

を 明かに したい 心の 方が 勝って ゐて、 第 一 の 疑惑 を 示す 性質の 「や」 と甚 しく 接近して ゐる。 然るに 「太郞 や」 の 

「や」 は、 そこに 居る ものが、 太郞 なること を 肯定して、 その上で 太郞を 呼んで ゐ るので ある。 前者 は 疑惑 を肯 

定 にかへ ようとして ゐる 呼びかけ であり、 後者 は 肯定の 上に 立てる 呼びかけ である。 この 呼ぶ 働の 「や」 は、 そ 

れ 自身の 中に、 疑惑から 肯定に 推移す る 變化を 示して、 「や」 の 全體の 推移^の 縮圖 をな して ゐる。 

以上の 如くに して、 疑惑と 最高 度の 肯定との 間の 幅 は、 人間 意識の 全 範圍を 包含す る もので おる。 認定 をうた がふ 

一一 一一 口 葉が、 如何にして 認定の 斷然 たる 認定、 卽ち 何者 も 之を妨 ぐる こと 能 はざる 高度の 認定 をな し 得た ので あらう か。 

これ は 人 問の 認識と して は 困難で ある。 この M 難 を あへ てして ゐる のが、 「や」 である。 疑惑なら ば 認定で はない。 認 

定 ならば 疑惑で はない。 A は 如何なる 場合で も 非 A ではない。 この 論理的 性質 を、 容易に 破棄す る 非 論理 性の 上に 成 

立して ゐ るの は、 この 「や」 である。 

もし 產 出の 作用が、 かかる 矛盾 を 超越す るなら ば、 この 被產出 は、 最も 高度の 幅 を 有すべき である。 疑惑と 共に 最 


高度の 肯定 を 持つ こと は， 同時に は 困難で ある。 故に この 幅 を 一 つに 決定 せんとす る耍 求が 生す る。 かくて 「や」 の不 

確實の 確實、 不安定の 安定 を 得る。 ここに 意識の 起伏が ある。 意識 は 同一 の 平面で、 この 幅 を 決定す る こと は 出来な 

いから、 幅 を 幅と して 持ちつつ 決定す る。 ここに 起伏が ある。 ここに 感嘆詞の 「や」 を 生やる。 

7- 「おしてる や 難 波の 崎」 の 「や」 は、 言 調 を 整へ る ものと されて ゐる。 「おしてる」 の W 音 を 「や」 によって 五 音に 

する。 しかし この 「や」 は、 それだけで 積極的の 意味 はない ものと されて 居る。 けれども 「や」 が 整調 作用に 役立 

つと いふ こと は、 有っても よく、 無くても よいと いふ 程の 形で は、 出來 得ない。 表面に は 働な しと 見えても、 

その 背後に は 「おしてる」 と 「難 波の 崎」 と を 一 傾向に 決定す る 力 を 有たなくて はならぬ。 卽ち 「おしてる」 の 傾向 

と、 「難 波の 崎」 とが 積極的に 一 致 を 成立せ しめなくて はならぬ。 而 して 「や」 が この 力 を 有する の は、 「や」 が 中 

に複雜 なる 起伏 を 有する ことに 基く。 複雜 なる 起伏 を 有すれば こそ、 他の 言葉の 中に 入って、 統一 作用 を 完成 

せしめ 得る ので ある。 換言すれば 感動の 定位に 與 かるので ある。 故に 働な しと 見 ゆる ものが、 實に その 背後に 

ありて、 かへ つて 敏活なる 働 を 有する ので ある。 

その 俲が もっと 盛に なって くれば、 「奥の 細道」 の 「閑 さや 岩に しみ 人る 蟬の 聲」 「よもすがら 秋風 聞く ゃ襄の 山」 

の 如き 「や」 になる。 この 「や」 に は 疑惑から 低度の 肯定 をと ほって、 高度の 肯定に いたる 幅の 起伏の 全 體がぁ 

る。 最高の 肯定に して 猶且 疑惑 を 捨てす、 最低の 肯定に して 猶且 最高の 肯定に 參 する のが、 この 起伏で ある。 

ここに 感慨が ある。 疑惑 を 有ちつつ 肯定す る。 肯定しつつ 猶 疑惑 を 捨てない。 そして その 幅の 中 を 振動して ゐ 

る。 ここに 「や」 の 感慨と 感嘆と が ある。 
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是を 要するに、 「や」 の 意味 は、 もともと 疑 ひで ある。 「有り や」 の 如くに、 有る こと を 疑 ふので ある。 この 疑問 は 辰 

開に よって 肯定に 動いて 行く。 點が 展開す るのと 同 一 である。 第 一 の 展開 は 反語 化で ある。 「^ひき や」 の 如く、 そこ 

にあら はれた 形で は、 依然として 疑問で あるが、 その 疑問の 中に、 旣に奪 ふべ からざる 肯定の 意味が あって、 疑問 は 

1 轉 して 强ぃ 肯定に 轉囘 する。 これが 反語で ある。 その 第二の 展開 は 平淡な 肯定で ある。 反^の 中には 疑惑の 形 を 持 

つて ゐ るが、 これ は 全く 疑惑 を 持たない 平淡な 肯定で ある。 「太郞 ゃ次郞 や」 と 重ねて 行く 疊積 であり、 或は 「太郞 や」 

と 呼びかける 呼懸 である。 何れも 自分 以外の 系 銃の もの を、 自分の 意圖 とする 一 つの 系統に 統一しょう とする 働で あ 

る。 かう いふ 系統 化の 肯定の 後に 於いて、 第三の 展開 をす る。 「明月 や」 の 如き 感嘆が これで ある。 感嘆 は 一 曆 高い 肯 

定 であって、 それに は 甚だ 强ぃ 感動が 結合して ゐる。 而 して かかる 展開 を 通じて 働いて ゐ るの は、 疑問の 「や」 にあつ 

た重壓 で、 それ は 「思 ひき や」 の 反語の 中に も あり、 「明月 や」 の 感動の 中に も ある。 かう いふ 茧 ffi が、 先の 「閑 さや」 で 

あり、 また 「秋風 ふく や」 である。 疑問の 「や」 は 素朴なる 重壓 であり、 感動の 「や」 は 展開せ る 軍； 壓 である。 かかる 菓壓 

の 味の 差 は、 之 を 同様なる 展開 をな す 「か」 に 就いて みる も 明かで ある。 かくて 幅の 未決定と、 その 未決定 を 一 に 決定 

する ものとの この 二つの 性質が あって、 日本 文 寧は內 的なる 起伏 を 持つ ので ある。 世に 餘 韻と 呼ぶ の は、 この 起伏の 

系統で ある (この 「や」 についての 項 は、 小 著 「東洋 美學」 より)。 

以上 「や」 について 比較的 細かい 考察 をした が、 かう いふ 幅 は、 可成り 多い。 

助詞の 中で 反語になる もの、 「や」 「か」 「や は」 「か は」 等 は、 すべ て 疑問の 助詞 「や」 「か」 と 同 一 用法で ある。 何 
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故 この 疑問が 反語と なる か。 「誰か 知れり や」 は 疑問で あるが、 「誰か 知る もの あらん や」 は 反語で ある。 反語の 場合 は 

文の 組識で 下に 否定が 用 ひられて ゐる。 「や」 「か」 等に 確定の 意味の ない 時に、 下の 否定の 彈 性が 强 いから、 その 反 

撥 力が 眼 立って くる。 これが 反語で ある。 かく、 「や」 「か」 が 確定 意味 を 持たぬ 場合に、 他の 態度 を 通過 成熟せ しめる 

ので、 その 通過した ものの 性質に よって、 自分が 改變 せられる。 これが 反語の 意味で ある。 故に 反語 はこの 意味に 於 

いて、 辭書的 性質でなくて、 文の 構成 上に 持つ 幅で あり、 しかも そ の 構成 上の 幅た る や、 「か」 「や」 の動榣 性に 基い 

てゐ る。 然 らば 幅の 問題 は、 はじめに、 一般性、 動搐 性、 組織 性の 三つに 分類した が、 實は それが 互に 關係 しあって 

居る もので あり、 隨 つて 言葉の 多義 も、 この 相互 交錯の 上の ことで ある。 

「ば」 に 假定の 「ば」 と 確定の 「ば」 が ある。 假定の 場合に は、 「雨 降らば 行かん」 の 如く、 動詞 • 形容詞 • 助動詞の 未然 

形 を 受けて ゐる。 その 構成 上に 假定が 出て くる。 然るに、 確定の 「ば」 は、 動詞 • 形容詞. 助動詞の 已然形 を 受けて， 

「雨 降れば 行か じ」 の 如くに、 その 構成 上に 確定が 出て 來る。 この場合、 「ば」 自身 は 兩者を 同 一 の關 係で 示し 犸る。 何 

故 示し 得る か。 「ば」 は 未定 形であって、 上に くる 傾向 を 受けて、 それ を 確定す る 働 を 持って ゐ るから、 決定した もの 

は 構成 的に 上に 來る倾 向の ものである。 未然形なら ば假 定、 已然形な らば 確定と、 その 傾向 を 確定した 迄で ある。. E 

己 を 未決定に して、 自己の 受けた 傾向 を、 決定的に する ので ある。 幅の 立場です る 決定で ある。 

助詞から 幅の 例 を も 一 っ擧げ ると、 「と」 が ある。 r 繪に畫 くと、 筆 も 及ば じ」 は 假定、 「山と 水と、 その美、 筆 も 及ば 

じ」 は 並列 * 「雲行きて 雨と なる」 は 指定、 「誰か あると 召し 給 ふ」 は 段落 を 示して ゐる C かくの 如くに 「と」 は 假定、 並 

列 • 指定. 段落の 如き 各種の 性質 を 持って ゐる。 しかし これ とても その 間に 一 般 性が 無. s 譯 ではない。 第一に 一度 上 
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の 構成 を そこ^ 中止せ しめる。 第二に その 中止 を 再び 下に 綾け る。 中止した もの を靜 かに 下に 渡す ので ある。 これ も 

自己 は 未決定 的であって、 構成 上の 連絡 機關 となる 性質が 著しい。 故に 幅 を 持つ と は 一般性と して は、 自己の 立^が 

未決定で、 構成 上の 被 通過 性 を 有する こと を 要する ので ある。 幅 はこ こに は 一 般 性と 構成 性と に關 する。 

助動詞 「る」 「ら る」 は、 受身 • 可能 *崇 敬の 三つに わたって 働く。 「犬に 嚙 まる」 は 受身、 「猶 一里 は 歩まる」 は 可能、 

「母上 は 今日 見舞に 行かる」 は 崇敬で ある。 「ら る」 に 於いても 同 1 である。 

助動詞 「べし」 は、 可能 • 推量 • 判定 • 命令 • 決心の 五に わたって 働く。  r 獍鐵 をも斷 つべ し」 は 可能 、「明日 は 雨 ふ 

るべ し」 は 推量、 「適材 を 適所に 置くべし」 は 判定、 「勉強すべし」 は 命令、 「今後 斷 じて 爲 さざる べし」 は 決心で ある。 

而 して 可能と 決定、 或は 可能と 命令との 如き は、 論理の 概念 關係 でも 可成り の 幅 を 持って ゐる。 

助動詞 「なり」。 「秋の 野に 人 まつ 蟲の聲 すなり」 は咏 嘆で ある。 「なり」 はもと 指定の 助動詞で ある。 指定の 助動詞 は 

體言 に連續 する のが、 その 本來 である。 働の 根 據が體 言 的に あら はるる からで ある。 「孝 は 百 行の 本な り」 の 如くで あ 

る。 動詞 • 形容詞の 場合に は、 連體 形から つづく。 これ は 助詞 形容詞 を、 體言 的に 確定して、 それに 逑 綾す るので あ 

る。 然るに 詠嘆の 場合に は、 動詞の 終止形から 績く。 動詞の 終止形 は 現在で あり、 現在 は視の 形の 上に 繼繽の 不動と 

して あら はれる からで ある。 この 現在の 不變 形に 對 する 感動で ある。 この 點に 於いて は狀 態の 不變を 指示す る 指定の 

場合と 同 一 である。 かくて 「なり」 は 現在に よって 代表 せらる る不變 なる 力の 存在に 對 して 咏 嘆す るので あるが、 同 

じ咏 嘆で も 過去に 向って する 「けり」 の 如きが ある。 「けり」 はもと 過去の 助動詞で あるが、 「あやしき もの は 心なり け 

り」 とい ふ 場合に は、 過去 を 示す と共に、 咏嘆を 示して ゐる。 過ぎ去れる 過去に 對 して、 咏 嘆して ゐる。 故に 咏獎は 


何に 對 しても なし 得る。 卽ち咏 嘆の 幅も廣 い。 また 時の 助動詞が、 咏 嘆の 助動詞に なり 得る この 幅も廣 い。 

口語 動詞 •  口語 形容詞 は、 文語の 已然形 を 假定の 意味に する。 「行けば」 「死ねば」 の 如くで ある。 形は單 純に なつ 

たけれ ども、 動詞の ふくむ 意味 は擴大 されて 來てゐ る。 

また 漢語 或は 他の 語が、 「す」 と 結合す る 場合に、 文語の 場合に は、 サ行 變格 活用で あり、 口語の 場合に は、 サ行 變 

格 活用 . 上 一 段 活用 • 下 一 段 活用 • 四 段 活用の 何れ かになる。 しかも その 活用 は 個個の 語に ついて 知る 外 はない。 こ 

の 事 は 動詞の 活用が 細かい 細部 を 持つ ことと、 變化 性の 增大と を 示す ものである。 故に 一 方で 單純 にす るかと 思へば 

他方で 複雜 にして ゐる。 推敲 锻鍊の 結果 は單 純になる。 同時に やがて 推敲 鍛鍊 をう くべき もの は、 一 先 づ複雜 になる。 

而 して 幅 はこの 一時 性複雜 化と 異る もので、 推敲 銀鍊を 經て猶 持って ゐ る複雜 者で ある。 故に この 複雜と は、 耍 する 

に 未決定 性と いふ ことで ある。 隨 つて 幅と は大 なる 未決定 性で ある。 

日本の 言葉の 幅、 卽ち 未決定 性 は、 文の 構成の 上に も 著しく あら はれて ゐる。 日本の 語 序で は 主語と 述語と は、 文 

の兩 端に あるの が、 普通の 形體 である。 主語と 述語と が、 何れ を 上下に しても よいが、 直接に 結合して ゐる 形態 は 倒 

置 法と して、 特殊な 形體 である。 激情 を 示した 特殊の 形體 である。 この 點で 日本の 語 序 は 支那. 歐羅巴 等の 形態と 著 

しく 異っ てゐ る。 

昨年 私 は 家の BI つになる 男の子に、 猿 S 合 戰の話 をした。 じっと 聞い て 居た が、 話が 終って から、 「もし 猿が 來な 

かったら どうす る」 と 私に たづね た。 栗 は 火鉢に かくれ、 蜂 はお 勝手に かくれ、 臼 は 屋根に かくれて ゐて も、 猿が 來 

なくて は 何にも ならない。 來 たらよ いが、 來 なかったら どうす るか。 栗 は はじけて 灰 をとば す こと は 出来ない し、 蜂 

S 葉の 輻 
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も 飛び出して 刺す 事 は 出来ない。 話 は 自然 そこで 停滞して しま ふ 外 はない。 この 問 は 如何にも 尤な 問で ある。 しかし 

話が 折角 ここまで 進んで 来れば、 どうしても、 猿 は そこに 歸 つて 来なくて はならない。 意志の 耍 求の 當 然として、 猿 

は歸 つて 來 なくて はならぬ。 しかし 事實 問題と して は、 歸 つて 来る こと も あり、 歸 つて 來 ない こと も ある。 當然の 問 

題と、 事實の 問題との 間の 矛盾が、 この 質問で ある。 四つ 位の 子供で も、 かく 感じ 得る のかと 思って、 私 は 子供の 顏 

を 見た。 

かう いふ 思視 曲折の 様樣 は、 いつでも 日本の 一 一目 葉に 示されて 居る。 日本の 一一 一一 口 葉の 組織で は先づ 主語が 首位に ある。 

次に 補語が ある。 述語が 末 位に ある。 そして、 補語 はま だ 思視 によって 貫かれて は 居ない。 思視 はま だ 曲折 もしない 

し、 また あら はれ もしない。 言葉の 背後に あって、 そのまま 繼饞 して 居る。 例へば 

今日は 朝から 曇って 居 

まで、 文語 「今日は」 から 繼繽 して 来て、 「居」 の 下に 不確定な 狀 態が 殘 つて ゐる。 しかし それだけに、 「朝」 にも 「曇」 に 

も、 「今 R は」 の 味が しみこんで ゐる。 朝 も 曇 も 味 はれて 來て、 「居」 で 曲折す る。 その 方向 は大體 g! ある。 「居る」 か、 

「居る か」 か、 「居ない」 か、 「居ない か」 かで ある。 そして その 三者 は 全然 別の 表現で ある。 他の 國の 言葉で は、 否定、 

或は 肯定、 或は 疑惑の 方が 先に あら はれて、 態度 は 先 づき まり、 補語 は 更に これ を 決定して 行く。 結論が 先に 出て、 

結論の 下に 次次と 言葉が 組織され て ゆく。 そこに は 最も 明瞭な 思視 露出の 論理が ある。 文の はじめから、 それが 疑で 

あるか、 否定で あるか、 肯定で あるか わかって しまって ゐる。 何とも 意志の 表示 をし ないで、 すっと 最後 迄續 いて 行 

つて、 最後に 1 氣に 意志 表示になる のと は、 ひどく ちが. つて 居る。 意志 は 最後まで 言葉の 背後に 隱 れてゐ る。 先づ曲 
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折して その後に 續 くので なくて、 續 いて その後に 曲折す る。 この 隠れて 働く 意志 * この 消極的に み ゆる 意志、 これが 

日本の 意志で ある。 

例へば 英語の 語 序 は、 最初から 態度 を 明示して、 之 を 後から 漸次に 精密に して 行く。 卽ち 特殊より 一般に 入る。 然 

るに 日本の 語 序 は 之と ちがって， 全體の 態度 を先づ 未決定の 形で 保留し， 漸次に 限定 せらるべき 資料， 卽ち 補語 を提 

示し、 聞 手の 判斷を 導きつつ、 聞 手と 共に 進み、 判斷の 資料が 出そろった 處で、 徐ろに 態度 を 決定す る。 そこに 未決 

定 なる ものが 漸次に 形 を 明かに して 來る經 過が ある。 卽ち 一 般 より 特殊に 向 ふ 限定 作用で ある。 この 經過は 最後まで 

一 つの 狀 態として あら はれ、 論理 組織と して あら はれない。 第一 に 態度 を 明示し、 その 態度 を 漸次に 組織化す る 論理 

的 組織と は異る ものが ある。 故に 日本の 語 序 は 狀態的 組織で ある。 狀 態の 中で 聞 手と 共に 進み 行く 姿 は、 謙抑なる 心 

を 生ぜし むる。 

日本語に は、 數 量の 單複も なく、 僅かに 名詞に 多、 諸、 少 等の 修飾語 を附 して、 之 を あら はすの みで ある。 如何に 

外國 語が 入って 來て も、 「人」 の 下に r ス」 をつ けて、 人の 複數 とする やうな 形 は出來 得ない。 修飾語 をつ ける としても 

しかも それ は 便宜 的で、 必 すそれ を附 けなければ ならぬ 強制的な 態度 はない。 そして これ も 名詞に 限る もので、 動詞 

に はない。 これ は 日本の 言語が、 表現の 論理的 明晳 を、 必す しも 意志し ない 故で ある。 大體を 示し、 大體の 方向 を 示 

すを以 つて 十分と する 狀態的 組織 をと る 立場と 同 一 である。 また 文の 論理 性と は 何等の 關 係の ない 係 結な どが ある。 

r 此は よろし」 r 此ぞ よろしき」 「此 こそよ ろし けれ 一 の 如き 三樣 の 係 結 は、 論理的に は 結局 同 一 で ある。 枕詞. 接尾 

語 • 接頭語の 如き も 同様に、 文の 論理 性に は無關 係で ある。 その 存在理由 は、 狀 態の 感情的 組織に 關係を もち、 基礎 


a 瀵の 定位 

を もつ ので ある。 故に この 狀 態の 感情 性 を 重 じて、 論理 性 を 重 じない ものと すれば、 自然に 救 量的 狀態 は、 必ゃ しも 

重から す、 文の 組織から 閑却され る ことになるの である。 これ は 語 序と 全く 同じ 性質で ある。 かくて その 文の 組織に 

於け る 感情的 性質、 未決定 的 性質 は、 論理的 性質の 決定 性なる に對 して、 多くの 幅 を 持って ゐる。 幅と は 未決定 性ト 

言 ふに 外なら ない。 而し てこの 未決定 性は國 語に あら はれる ばかりでなくて、 水 墨の 上に も あら はれて、 畫 面の 餘. H 

尊重と なり、 水 墨 基調と なって 居る。 そこに は 互に 共通せ る 消息が ある。 

四 言 葉の 定位 

. 言 紫の 幅 は 最初より あつたの か、 それとも 一語 一義であった のか。 言葉の 最初 は 名詞 動詞の、 區^、 卽ち 主語 述語の 

區別 もな く、 一 語が 動詞 的 述語 的に 働いて ゐた 。「にゃあ にゃあ」 といへば 、「猫が 居る」 「猫が くる」 「猫が 行く」 等 

の 場合の 何れ を も 指して ゐて、 その 何れで あるか は、 言葉に 附屬 する 身 振 その他で 理解せられ るので ある。 それで あ 

るから、 主語 述語の 區 別が 出來、 名詞 動詞 等の 區 別の ついた 後に も、 なほ その 一 語 は 一 義を 限定す るので なくて、 そ 

れに 通す る 同種の 多くに 通じ 用 ひられた に 相 遠ない。 そして 之に 働く 限定 作用に よって、 一語 一義と なる。 おそらく 

眞 先に 一 語 一 義 となった の は、 身 振 等に て 限定の 困難で ある 名詞で あつたに 相違ない。 名詞 は 直接に 指さす 外 は、 こ 

れを身 振 その他で あら はすこと が 困難で あるから、 これに 對 して 最初に 限定 作用が 加 はった に 相違ない。 隨 つて 一語 

一義と なる。 それ故に 語の 增加は 名詞に 行 はれる。 物の 增加 と共に 言葉 も增 加し なくて は、 一語 一義が 保てない。 隨 

つて 外國 語の 移植 も 亦、 名詞に 行 はれる。 助詞 や 助動詞に は 移植され ない。 名詞 は 物の |？ 加と 共に 增加 する (外國 の 
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名詞 は 運動 競技. 料理 等の 世界に 一番 容易に 人って くる。 これ は それに 從事 する ものの 氣質 による)。 名詞 は 一方に 於 

いて 飜譯 しがたい e その物が 無かった 場合に は、 その 名詞 も 同時に 移植され る。 ランプの 移 人と 共に、 ランプの 名詞 

も 移入され る。 外國 語が 動詞に 移植され る 場合に は、 常に 動詞 「する」 の 語尾 を 受ける 習慣で ある。 これ は國 語の 同. 化 

作用で ある。 「パ ス する」 の 如くで ある。 しかし 「サボる」 の 如く、 「サ ボタ ー ジ する」 を 省略した 上に 四 段 活用に する 事 

も ある。 しかし この 例は少 い。 とにかく 動詞に はもう 外國 語が 入りに くい 形に なって ゐる。 代名詞 • 副詞 • 接繽詞 • 

助詞 • 助動詞 等に は 殆ど 外國 語が 入らない。 人間の 意志の 方向 は 多端で はない。 隨っ てこの 方向に は 語彙 は增 加し な 

い。 意志 を 語る の は 名詞で はない。 名詞に は 語彙の 增 加が あるが 動詞 • 助詞 等に はない。 語る 働、 卽ち 限定 作 m は、 

助詞 • 動詞 等に てす る けれども、 名詞 は 語られる 働であって、 限定 をう ける 立場に ゐる。 限定す る 立場 はもと より 複 

雜 ではない。 故に 動詞 • 助詞 等の 世界 はもと もと 固定 性であって、 語彙の 增加 のない 世界で ある。 ここ は^ 篛 であつ 

て. その 幅 を彈カ 的に 使 ひ 得て ゐる。 故に 一 W 葉の 限定 作用 は、 名詞に 對 して は、 言葉の 形の 上に 固定 的に 働いて、 一 

語 一義に 同定す る。 しかし 他 語 は 語形の 上に 限定 作用が 行 はれる のでなくて、 語の 表現 作 ffl の 中で、 限定 作用が 行 は 

れる。 名詞 は 表現 面で は 固定して ゐる。 動詞 • 助詞 • 助動詞 等 は、 辭書 的に は 多義で あるが 表現 的に は 一 義 である。 

使 ふ 働の 中で 限定 作用 を 受ける。 故に 限定 作用の 一一 =c 葉に 對 する 働き 方 は 一 一種 ある こと を 注意し なくて はならない。 

前述の 如く、 未發 達の 一一 一一 n 語 は、 限定 性が 少ぃ。 限定 作用が 働く こと は、 表現 面の 訓練で ある。 名詞と 動詞と に 形の 

上の 區別 なく、 兩者は 動詞 的 形容詞 的の 狀態を 持って ゐた。 それが 分化 をし はじめる と、 語 序が あら はれる。 語形の 

上に 旣に 限定 をう けた 限定 完了 語が 中心になる。 これが 主語で ある。 それ を 更に 限定す る 限定 語が、 限定 完了 語に 先 

言 芘 の 定位 
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立つ。 これが 修飾語で ある" 次に その 限定 完了 語の 作用 傾向に よる 限定 語が、 その後に 來る。 これが 述語で ある。 し 

かし 初期の 限定 作用で は、 限定 完了 語と その 限定 語 「美しい 花」 と、 限定 完了 語と その 作用 傾向に よる 限定 語 「花 美し 

い」 と は. その 間に 展 別がない。 限定 作用が 甚 しく 微弱で ある。 そこで この 語 序にお ける 「花」 と 「美しい」 と、 何れが 

表现 的に 重い かとい ふ 問題が ある。 表現と は 限定に 限定 を 重ねて 行く ことで あるから、 表現 は 「美しい」 とい ふ 限定 語 

である。 語 序の 先 後 はこの 場合 あまり 問題で はない。 表現と して は 「花」 は旣に 限定 を 完了して しまって ゐる。 この 限 

定を うけた 花が、 どうで あるかが 表現の 目的で あるから、 次に くる 限定が 菓耍 である。 ことに 日本の 語 序にお いて は、 

後に くる もの 程、 限定 作用が 重耍 になって ゐる。 「花」 について 「美しい」 とい ふので あるが、 しかし 語る 目的 は、 それ 

が 「花」 であるか ないか を 問題に して ゐ るので はない。 美しい かどう か を 問題に して ゐ るので ある。 故に 「花」 は 表現の 

目的に はならぬ。 「美しい」 が 目的になる。 ここに ある ものが 「花」 であるか ないかが 表現 目的なら ば、 限定 完了 語 は 

「これ」 である" そして これ はもう 旣に 限定 をう けて ゐて、 表現の 目的に はならない。 「花で ある」 かどう かが 問題で あ 

る。 で 「花」 は 作用 的 傾向 的に 自分の 身 を 傾けて、 「これ は 花」 となる。 「これ は 花で ない」 になる。 かう いふ 形で 「花」 は 

限定 作用に 立ち入る ので ある。 

かかる^ 定 作用の 微弱な 時には、 動詞に も 時の 限定 作用がない。 副詞な ど を 加へ て、 過去 或は 未來を 示す 限定 作用 

もない。 僅かに 昨日、 明日の 如き 語 を 添へ て 時 を 限定す るに 過ぎない。 であるから 非常に 一 般 的であって、 限定 作用 

は 微細で ある。 認識の 進む に從 つて、 限定に 限定 を 加へ て 行く。 限定 作用の 進んだ 形 は、 助詞 • 助動詞の 持つ 性質の 

分類が 示し てゐ る。 中擧の 文法書 を みても、 助動詞 に は 受身 • 可能 • 使役 • 崇敬 • 打消 • 自發 • 時 • 推量 • 指定 • 希 
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望 • 咏嘆 • 比況 等 を あげ、 助詞に は、 疑問 • 反語 • 假定 • 確定 • 條 件 • 並 列 • 指定 • 禁止 . 願望 . 感嘆 等 を あげて ゐ 

る。 この 分類に は 猶混雜 が あるが、 とにかく 助動詞 • 助詞の 限定 作用の 複雜に 行き わたった 形 をみ る ことが 出来る。 

限定 作用が はげしく 行 はるる ほど、 表現 面 は 精緻に なって 行く。 換言すれば この 限定 作 m によって、 幅が 定位され 

る (小 著 「構想の 研究」 參照 )o この 限定 作用 は、 語形の 上に 行 はれる こと も あり ヽ 語り 方の 上に 行 はれる こと も あり、 隱 

約の 上に 行 はるる こと も ある。 或る人 逹の 間にあって、 單に 「擧 校」 とい ひ、 單に 「役所」 といって、 それが 何舉 校で あ 

り、 何 役所で あるかが 明かになる 事が ある。 r 國」 或は 「田 舍」 とい へば その 人の 故國 であり、 「家」 とい へば その 人の 家 

庭で あり、 その 故國 その 家庭が 何で あるかが 限定され る。 この 隱約 によって 行 はれる 限定 も 可成り 多い。 しかし さう 

いふ 限定 は、 その 行 はるる 範圍 がさまで 廣く はない。 ただ それが 特殊な ものの 間にの み 行 はれて ゐる。 「瀨戶 物」 或は 

「唐 津」 が 陶磁器の 通稱 になり、 茶の 飮器 たる 茶碗が 陶磁 製の 飮 食器と なお、 更に 釵の 食器と なる 如き 限定 作用が あ 

る。 しかし かかる 限定 作用 は、 喑默の 中に 行 はれる に 相違ない が、 その 範圍 は廣 くても はや 公約の 形に なって ゐる。 

文の 組織に 於け る 限定 作用に は、 主語た る 限定 完了 語が ある。 これ は 文の 組織に 參加 する 以前に 旣に 限定 を 完了し 

てゐ る。 この 限定 完了 語が この 文の 組織に 於いて、 二重の 限定 を 受ける。 一 方 は その上 部に 附加 する 限定 作用で あつ 

て、 これ は 修飾語で ある。 「美しい」 「高い」 「青い」 の 如き 限定 は、 この 限定 完了 語に 對 して 持 綾 的の 限定 をす る。 修 

飾 語 は持績 限定で ある。 然るに 下部に つく 限定 作用、 卽ち 述語の 限定 は、 一 時 的 特殊 的 限定 作用で ある。 而 して この. 

「見る」 「取る」 「切る」 の 如き 限定 は、 常に 持續 的に 行 はるる 限定ではなくて、 それぞれの 特殊の 場合、 一時的に なさ 

るる 限定であって、 次に は 更に 別の 限定が 可能で ある。 しかも 限定の 耍求 せらる るの は、 特殊 的な 限定で ある。 修飾 

a 葉の 定位 
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語 も、 花の 限定に 對 して、 「美しい」 「青い」 その他 様様の 隈定 をな し 得る が、 しかし 一度 「美しい」 と 限定 すれば、 こ 

れは 容易に 變更 せしめ 得ない。 もし 變" 史 すると すれば、 「美しかった 花が けがされた」 とい ふやう にして、 「美しい」 を 

苒び 限定し なくて はならぬ。 「突し い」 とい ふ 限定 を そのまま にして、 次の 限定 を 加へ なくて はならぬ。 然るに 述語 は 

「^く」 を そのまま 「散る」 にかへ、 「見る」 を そのまま 「折る」 にかへ る ことが 出来る。 自分 を 限定の 對象 としないで. 直 

に 他の 限定に かへ る 事が 出来る。 故に 述語 は 全體が 限定 そのまま である。 かくて 主語 は 被 限定 者、 修飾語 は 比較 作用 

による 持續的 限定 者、 述語 は 完全なる 限定 者で ある。 故に 動詞 その他 文の 述語と なる 語が、 言葉での 表現の 中心で あ 

る。 —— 表現と は 限定 作用で あるから。 (補語と 述語との 關係 は、 修飾語と 主語との 關 係に 比する ことが 出來 るから、 

こ こで は^く。) 

以上の 如くに して 「青い 花が 哚 いた」 とい ふ 一 つの 限定が 成り-立つ。 この 限定に よって 主語の S くる 新ら しい 限定 作 

m が 明瞭になる。 主語が その 屬性 乃至 作用と して、 主語 以外の 各 語 を 生じた のではなくて、 主語 以外の 各 語が、 主語 

を あら はした ので ある。 明かに された の は 主語であって、 述語で はない。 主語 は 完全に 被 限定 性で ある。 限定 性で は 

ない。 

文の 構成の 上で、 主語が 受 くる 限定 は 何で あるか。 

笫 一 限定 數、 格 

第二 限定 比較 

第三 限定 實現 . 
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■ 第 四 限定 時、 法、 態 

しかも 第三、 第 四 は 結合して、 曲折の 形 をと る 事が 多い。 そして 語 序が 大體 限定の 順序 をと つて ゐる。 かくの 如く 

限定に 限定 を 重ねて、 最後の 限定に 至って、 文 は 成立す る。 而 して 主語 は 主として 名詞で あり、 述語 は 主として 動詞 

である。 動詞の 限定 作用が 最も 有力で あるから、 いつも 文の 中心に 動詞が 居、 被 限定 者と して 名詞が 居る。 中には 動 

詞 のない 述語 も ある。 「旅 は 道 づれ、 世 は 情」 の 如くで ある。 しかし 「道 づれ」 「情」 は、 そこに 嘗 つてあった 述語の 狀 

態 を 想像で 補 ふので. 補 はれる 働 を 通じて 豐 かにな り、 爲に 言葉 を 一 暦簡結 だと 感する ことになる。 これ は 有 I 無に 

わたる 狀 態の 補充 作用で ある。 かう いふ 文の 主要部に 對 する 補充 作用に よって 文に 簡明と 張力と を與 ふること は、 よ 

く 行 はれる。 

支那の 晝には 1 つの 鳥で も、 一つの 草で も、 一 つの 山で も、 それ を こっちから 、あつちから、 つくづくと； a て 居る 

態度が ある。 それ 故 支那の 畫に對 して ゐ ると、 如何にも 形 を見盡 して ゐ ると いふ 感 がする。 隨 つて 支那の 畫史に は、 

形 體究盡 とい ふ 言葉が よく あら はれて 居る。 十の もの を 十 はおろ か、 十一、 十二に も 見て 居る 根强 さが ある。 

森 田恒友 氏が、 かう いふ 事 を 言って 居られた。 「近頃 支那の 畫を 注意す る 人が 增 して 来たの は 幾分 流行 的で あると 

しても、 結構な 事に 相違ない。 だが 大體私 は、 本 當の事 を 言 ふと、 支那 畫 より 日本の 畫を 好む 性質で、 大和 畫 系統の 

もの、 南畫 でも 日本人の 手に 成った ものの 方が、 ^るくて 見て 樂な 事な どが 性分に 向く の だが、 支那 人の 仕事 を 見る 

と 矢っ張り 感心す る。 どうも 彼等の 仕事 は 悠悠閑閑 として、 幾日で も 一 畫 紙の 上に 遊んで 成された 感の ものが 多く、 

畫 t が 大きい のに 自然 頭が 下る が、 どうも 何とな し 明るくな いもの だから * 見て ゐて樂 でない ものが ある。；^ 悠 たる 


畫事稈 兑て樂 な 害な のに、 不思議に 樂 でない ものが ひそむ。 其處に 支那と いふ 國の 分らない ものが ある。 支那 料理 は 

實 にうまい。 料理と して、 最も 發逹 した もの だら うと 誰もよ く 言 ふが、 吾 吾の 胃袋 は 毎日の 支那 料理に は 到底 堪 へな 

い。 之と 先づ 同じ やうな もの かも 知れぬ。」 

これ は 大變に 面白い 觀察 だ。 描く 態度 は 悠悠と して 居る が、 見る 態度に、 急迫し 逼迫して ゐる ものが あるから、 畫 

面が 甚 しく 嶮峻 である。 眼 を 刺す 程の 烈し さで ある。 かう いふ r 究盡」 した ものから は、 「鬼 氣」 が 出て くる。 鬼 氣は支 

那の 長所で あり、 同時に 短所で ある。 

ところが 吾等の 認識 はこ こで 止らない。 更に も 一歩 を 進める。 

名 俊 九 代 目 市 川 圑十郎 の 「毒餿 頭」 の 加 藤 淸正は 有名な 當リ藝 です が、 初演の 時の 夢 さめの 場で、 「抆は 今の は 夢で もった か」 と 

言 つれの^、 再演の 時-.. L 「夢で もつれ か」 と 改めて 晚年は 「夢 か」 と 言つ お：；，： けで、 初演 以上の 味 ひ^ 出された の も、 楷書から 行 

書、 草書の 順序^ 經れ もので、 これ^ 他人が 初演から 「^だ」 と 言 ふ セ リ フだ け眞似 はしても 所詮 圑十郎 の 味 ひ は 出せない 道理 

で、 うまく 行く 窑は ない ので； r さいます。 (中央 公論、 昭和 九 年 五月 號) 

と 「吉 右衛門 藝談」 では 語って 居る。 この 有の 形から 無の 形に 向って 進む のが、 東洋の 認識で ある。 有の 定位に 満足し 

ないで、 漸次に 無の 定位に 進む のが、 東洋の 認識で ある。 「扨 は 今の は 夢で あつたか」 が、 「夢であった か」 となり、 更 

に 「夢 か」 に 進んで 行く のが、 この 具體 的の 例で ある。 

これ を 「源氏物語」 にも 見る ことが 出来る。 「桐 壺」 の はじめの 方に、 桐壺の 孤獨な こと を 言 ひ、 また 皇子 御 出生 を 言 

つて、 


父の 大納言 は 亡くな リて、 母 此の方な む， いにしへの 人の 由 あるに て、 親う ち 具し、 さし われ リて 世のお ぼえ 花やかなる 御 方 

方に も 劣らず、 何事の 儀式^も もてなし 耠 ひけれ ど、 とり 立てて はかばかしき 御 後見し なければ、 事 ある 時 は、 なほ 據所 なく 

心細げ なリ。 前の世に も 御 契 や 深 かリ けむ * 世に なく 淸ら なる 玉の 男 御子 さへ 生れ 耠 ひぬ。 いつしかと 心許な がらせ 給 ひて、 

急ざ參 ら^-て 御覽 する に、 珍ら かなる 兒 の御貌 なリ。 

と ある。 そこで その 玉の 男 御子 を 急ぎ 參ら せて 御覽 じたの は、 誰 方 かとい ふこと が 問題になる。 母親と も 見える が、 

また 前の世の 御 契 深 かりし かとい ふ 前文に よって は、 帝と も 見 給れ るので ある。 何れにしても 急ぎ 見に ゆかれた 方の 

表示が 缺 けて ゐる。 「いつしかと」 云云の 文に は 主語が 無い。 しかも 主語に あたり 得る 人 は、 この場合 一 一人 數へ 得られ 

ると すれば、 この 主語 缺落 は、 文章 を 不完全に する 譯 である。 然るに その 事な くして、 かへ つて 文章 を 緊張せ しめて 

居、 急ぎ 御覽 ぜられ たの も 帝で ある ことが、 文の 氣は ひで 知られる。 これ は 文の 不完全でなくて、 文の 緊張で ある。 

「源氏物語」 のか かる 省略 は、 全 卷に滿 ちて ゐる 。曖昧の やうで、 かへ つて 緊張が ある。 讀 むに 從 つて、 これ を讀み 

補って 行く からで ある。  ， 

英語で は 自己の 代名詞 I を、 いつも 大文字で かいて ゐる。 そこに は 語る ものの 位置が、 第一に しかも 常に 意識され 

てゐ る。 然るに 日本の 言葉で は、 主語 は 省略 せられる。 「私 は」 とい ふ 言葉 を頻發 させる の は、 謹みな き 失禮の 態度と 

感じられる。 日本の 意志 は、 主語 を 露出せ すと も 自然に 知らる るので ある。 また 日本語に は 身分の 上下 を あら はし、 

社會的 地位の 程度 を 示す 言葉が 發 達して ゐる。 例へば 「妻」 の 呼び. 方で も 、「奥さん」 「お 神さん」 「家 內」 「妻」 「細 

君」 「かか あ」 「山の 祌」 「夫人」 「令閨」 「奥方」 「奥」 「北の方」 「御 臺所」 その他 種種 あり、 一 1 狀態 が 相違して ゐ 

言葉 © 定 拉 
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る。 隨 つて その 述語に 於いても、 それぞれ それに 相當 した 敬稱の 相違が ある。 「見る」 にしても、 「見る」 「祸覧 にな 

る」 「見せる」 「お 目に かける」 「お 目に ふれる」 「お 目に とまる」 その他。 故に 主語 を 省. 略しても 通じ 得る。 敬語 は 

東京と 大阪 では、 東京の 方が 發 達して 居る。 これ は 東京の 方が、 過去に 於いて 社會 階級が 精し く發 達して 居た からで 

ある。 

また 石 井 庄司氏 は 「よみの 構造」 の 論文で、 次の 如く 言って 居られる。 

枕 草子の 「春 は 曙。 云云」 の條^ 讀 む。 大抵の 註釋 書に は 「春 は 曙」 の 下に 「いと^ かし」 とい ふやうな 言葉の 省略せられ てぬる こ 

と^ 旨 摘す る V けで、 「春 は 曙」 とい ふ、； とばの 眞義^ 「よむ」 ことに 努めない ので わる。 次 に 何の 言葉が 省かれて ねる かどう 

か、 それ は單 なる 智識で ある。 吾 吾 はい ま 眼前に もる 「春 は 曙」 とい ふ 淸少鈉 言の 口 ^ほとばし リ 出れ 「ことば，^ 讀 むので ある。 

これ は 「泰は 曙、 いと^ かし」 などと いふ。 間の 伸びれ、、 と. にで なく、 もっと 生命の 流^ 宿しれ 文で ある。 この場合、 「春 は 曙」 

り 「は -が 一 つの 重要な 鍵^ 持って ねる。 「春 は 曙」^ そのまま 讀む 事が 出來 ろので ある。 (コ トバ • 昭？ 九 年 三月 號) 

然 らば 註釋 でなくて これ を 直接に 讀 めば、 どうなる か。 それにつ いて 注意すべき は、 「春 は 曙」 と體 言で 言 ひ 切って 

ゐる點 である。 體言 は內に 働き を 持って ゐる。 しかし その 働き はま だ發 現して ゐ ない。 發現 以前の 形で ある。 これ は 

^定 されて 後 はじめ て 、 働きと なり 得る。 卽ち體 言 は 「扨 は 今 の は 夢で あつ たか」 を 「夢 か」 に 定位せ しめ 得た やうに 

之 を發現 後の 形に する ことが 出來 る。 子供の 言 紫 は、 多く 體 言で 語られる。 「うまう ま」 と 言 ひ、 「ととと と」 と 言 ふ 

それ 等の 言葉に は、 「うまう ま」 や 「ととと と」 が 持ち 得る 様様の 可能性が ある。 それ は、 その 時時の 事情で、 明瞭に 限 

定 さ^る。 この 體 言 を 限定す る 言葉が あら はれて 來れ ば、 體言は はじめて 明瞭になる。 この 體 言の 限定 作用 を、 高度 


に 用 ひたの が、 この場合の 「春 は 曙」 の 表現で ある。 

「春 は^」 の 形から 出て くる 景觀は 無限で ある。 甚 しい 多様で あり、 甚 しい 未決定で ある。 この 甚 しい 無限 を 持つ 形 

は、 形 自身から 見る と、 實に單 純で あり、 簡素で ある。 これが 「無」 である。 「無」 と は數擧 的の 零で はない。 形と して 

は 零に 近い けれども、 この 中に 無限の 可能性が ある。 S 早 I なる 形が 無限の 可能性 を 持つ こと、 その 無限 性 は形體 的で 

なくて、 可能 的で ある。 かかる 未 表現の 形で しかも 無限なる ものが、 「無」 である。 やがて 無限の 「有」 たり 得る もの 

が、 未だ 有たら ざる 狀態 である。 この 無限の 可能性が、 可能性の ままで 居る の は、 沈默 である。 しかし この 沈 默は自 

ら かくて 破れる 時が くる。 「春 は 曙」 は、 「春」 の 無と、 「曙」 の 無と から 成って 居る。 「春」 の 無と 「曙」 の 無との 可能の 發 

動 形が、 互に 交錯す ると 「は」 になる。 「は」 は兩 者の 沈默の 僅かに 破れた 形で あり、 春と 曙との 兩者を 定位した ので あ 

る。 「春」 は 「は」 を 通して 「曙」 を 限定し、 「曙」 は 「は」 を 通して 「春」 を 限定す る。 「春」 の 動向と 「曙」 の 動向と が、 ここに 

交融 して ゐる。 「は」 が 「春 は 曙」 の 1 つの 重耍な 鍵で あると 言 はれた 意味が 此處 にある。 舂と晤 と は、 「は」 で 第一 の 表 

現 を 持って ゐる。 「は」 は 春の 意向が どこに あるか、 曙の 意向が どこに あるか を 示す 第一 の 鍵で ある。 ここに 「無」 は 

「有」 を 持つ。 しかし これで 止めて しまった。 「春 は 曙」 と 言 ひ 切って * ぴったり 止めて しまった。 この 止め 方が 實に明 

瞭 で確實 で、 不動で ある。 そこで、 この 定位に 導かれて、 春に よって 生す る 可能なる 様様、 卽ち 春の 無、 それから 曙 

によって 生す る 可能なる 様様、 卽ち 曙の 無、 この 兩 者の 無が、 曙 は 春 を、 舂は 曙 を、 それぞれの 有に か へ て來 る。 

「曙」 の 無 は 「春 は」 が 有って、 曙 だけで は 定位 せられぬ 定位 作用 を 生かして くる。 「春」 の 無 は、 「は 曙」 があって * 定位 

作用が 生きて 來る。 この 定位 作用で、 「春 は眯」 で 定位の 交互 作用が 確立して くる。 だから この 「春 は 曙」 は、 はじめ か 
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ら 「，よ. 曙 1 である。 省略 せられて 居る ので はない。 そこに 一 切が ふくまれて 居る ので ある。 そして 同時に この 定位 作 

用て よって、 一切 は あら はれて 居る ので ある。 故に、 この 「春 は 曙」 と體 言で 明瞭に 言 ひ 切った 定位 作用 は、 はじめ か 

ら この 形で 定立して 居る ので ある。 はじめから 揷 入すべき 言葉 を 持って 居ない。 それ は 丁度 「扨 は <fr の は 夢であった 

か」 の 省略 形が、 「夢であった か」 でない と 同様で ある。 兩者は それぞれ 限定 作用が ちがって ゐる。 別な 定位で ある。 

また 「夢 か」 が、 前 二者の 省略 形で ない こと も问ー である。 これ は 前 二者 を ふくんで、 新ら しく 定位され たもので あ 

る。 新ら しい 「無」 である。 隨っ てこれ は 前者の 省略から は 得られない。 新ら しい 生命で ある。 言葉の 實踐性 中に、 か 

かる 定位 作 m を 重耍な 性質と して 含む のが、 我等の 認識で ある。 

石 井 氏 はまた 同じ 論文に 於いて、 「なほ 又 例 を あげるならば」 と 言って、 次の 如く 鑌 けて ゐられ る。 

芭蕉の 奥の 細道の 中に、 

まづ高 館に のぼれば 北上 川 は 南部 i リ流 るる 大河な リ。 

とい ふ 一 節が ある。 これ も太牴 の註釋 書に は 「まづ 高 館に のぼれば 北上 川 見 ゆ。 北上 川 は 南部 ft リ流 るる 大河な リ」 の 二つの 

文章の 組き せで もって、 省略 法に，， * つれと ある。 しかし 右の や- T-LL  二 文と みると き、 「北上 川 は 南部 i リ流 るる 大河な リ」 の 1 

句 は、 實に 無味乾燥な、 概念的 說明 となる。 ところが 奧の 細道 は 原文の まま 「よむ」 べき ものである。 これ は芭鹆 が 高 館に 登つ 

た S- の 驚き^ 表現した 文と なって 生きて 來 るので ある。 「よむ」 と は 何 ^「よむ」 り でもる か、 深く 考 へ れば なら S 處 である。 

然 らば 何故 「原文 の まま」 讀む べきで あるか。 この 文 を 認識の 順序で みるならば、 

L まづ高 館に の ほる。 
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2. 北上 川み ゆ。 

a 北上 川 は 南部より 流る る 大河で ある。 

となって、 註釋 書が 「まづ 高 館に のぼれば 北上 川 見 ゆ。 北上 川 は 南部より 流る る 大河な り」 とい ふ 解釋は 誤で はない。 

然るに 何故 この 認識 的に 正しい 註釋を 否と する か。 それ は、 2 と 3 との 間に あまりに 空隙 を 置きす ぎる からで ある。 

この 「北上 川 見 ゆ」 と 「北上 川 は 南部より 流る る 大河な り」 と は、 可成り に 廣ぃ签 隙 を 持って 隔離して ゐ る。 これで は芭 

蕉が高 館に のぼって、 北上 川 を 驚き 眺めた 感動が 出ない。 感動して みた ものから、 感動 をと り 除けば、 甚 しく 相違し 

たものに なる。 原文の まま 讀 むの は、 「芭蕉が 高 館に 登った 時の 驚き」 を、 そのままに 讀む 事で ある。 卽ち 2 と CO との 

「二つの 文章の 組合せであって、 省略 法に よった」 とい ふ 見方 は、 忠實に 原文 を讀 んでゐ ると は 言へ ない。 芭蕉 は 北上 

川 を兑、 そして 直ちに、 目の前に 流れて ゐる 北上 川に、 「南部より 流る る 大河な り」 と 感動して ゐ る。 しかし この 感動 

は說 明の 如くに 見える が、 假 にこれ を說 明と しても、 この 說明は 知 解 的な 說 明ではなくて、 流れて 居る 川に 感動して 

居る 理解で ある。 感動の 理解で ある。 北上 川と 直接に 結合して ゐる。 北ト； 川 を 見る 働と、 北上 川 を 理解す る 働と が、 

ここで は 一 致して 居る。 見る 鋤に も 感動が あり、 知る 働に も 感動が ある。 高 館に のぼれば、 そこに 意外に も大 川が あ 

る。 この 大川は 南部より 流る る大 川で ある。 北上 川 を 見て、 川の 流 を 見て、 感動して ゐ る。 そこで、 1 と 2 とが 密接 

に 結合した やうに、 2 と 3 とも 密接に 結合す る。 高 館に の ほって 見た 北上 川と、 南部より 流る る 大河の 北ヒ =. とま、 

そのまま 一致した 北上 川で ある。 それ故に、 「高 館に の ほれば 北上 川 は」 と 一 氣 につ づき、 北上 川 を そのまま 主語に し. 

て、 次の 「南部より 流る る 大河な り」 と 一 氣に鑌 いて ゐる。 これ は 省略で はない。 はじめからの 間斷 なき 伸展で ある。 
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見る 働と、 解！ I する 形と を 分離 すれば、 感動の 姿 はなくな つて 居る。 登り、 見、 知る 働が、 {ゃ： 隙の ない 一 述の 進行と 

して 綾いて、 はじめて、 

まづ高 館に のぼれば 北上 川 は 南部より 流る る 大河な リ。 . 

の 表現が、 一 氣に 成立す る。 ^略に よって 成立した ものでなくて、 斷 ゆる ことなき 仲展 によって 成立した ので ある。 

この 仲 展は斷 絶す る ことなき 形で あるから、 1 は E に 2 の 主語 的 位置 をと り、 2 は S に 3 の 主語 的 位 S をと る。 この 

主語 的 定位に よる 間斷 なきもの を、 中央で 切斷 して は、 原意と 全く 異っ たものに なる。 石 井 氏が いふ 原文の まま 讀む 

べき だとい ふ 意味 はこ こに あるで あらう。 

そして この 定位に 於いて、 「北上 川 見 ゆ」 を 無位に 置けば、 

1. まづ高 館に の ほれば、 

2. 北上 川 見 ゆ。 

& 北上 川 は 南部より 流る る 大河な り。 

の 三 項に 於いて、 笫ニ項 は 第三 項の 主語 北上 川に 一致し、 「北上 川 は」 の體言 となり 終る。 この 體言 化、 卽ち 無の 定位 

は、 この 表現 を 明瞭に する。 それ は 丁度 「枕 草子」 に 於いて、 「春 は 曙」 とい ふ體言 化の 無位 定位が、 彈 力 を 持つ のと： n 

一 である。 しかも この 北上 川の 表現 は、 見る 立場の 連繽に 於け る 無の 定位で ある。 故に この 表現 を 読む の は、 笫 一 に 

見る 働の 立場に 立つ こと、 第一 一 に 見る 働が 書かれる 働に 轉 位する 立場に 立つ こと、 第三に 見る 働が 寄 かれる 働に 轉位 

する 場合に、 その 中心と なる 無の 定位 作用 をよ み 取る こと。 この 三つが 大切で ある。 
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かくて 讀 むと は、 文を讀 むこと であり、 文を讀 むと は、 それの 見られた 働， 書かれた 働、 更に 無の 定位の 働 を讀み 

とる ことで ある。 卽 ち間斷 なき 連-まが、 無の 定位に 向 ふ 働の 形で よむ ので ある。 書き終れる 形で 讀む のでなくて、 問 

斷 なき 働の 中に あって、 讀 むので ある。 この 働 を 放棄 すれば、 ここに 「北上 川 は 『南部より 流る る 大河な り』 の 一句 は、 

實に 無味乾燥な、 概念的 說明 となる」 ので ある。 かくて 視と 表現との 連結の 立場、 しかも 限定の 限定に よって 得る 表 

現の 無の 定位に よって 讀む のが、 讀 みの 實踐性 である。 卽ち 無の 中軸 性の 立場に 立って 讀む のが、 讀 みの 實踐性 であ 

る。 言葉の 簡潔と は 無の 定位の 意味で ある。 

次に かかる 言葉の 定位 は、 必 す 嚴密に 成立し 得る かどう かを考 へなくて はならぬ。 もし 言 紫に 思視と 一致し ない 組 

織が あると すれば、 一 W 葉に 如何に 限定 作用、 定立 作用が 行 はれた としても、 思視 はこれ と無關 係になる。 

語る 言葉の 思視 は、 言葉の 上に 必す しも 現れて 働く ので はない。 思視が 隠れて 働く ことが 多い。 そこで 言葉の 論理 

的の 意味と、 思視 的の 意味と が 相違す る 場合が 出て くる。 これが 一 一ー 一口 葉の 幅で ある。 例へば 「立つ」 とい ふ 言葉で ある 

が、 第 一 に は 地に 對 する 位置で ある。 「立ち上る」 「立ちと まる」 の 「立ち」 である。 第一 一に は その 立てる 位遛 からの 移 

動 を 示す。 「去り 行く」 「出 發」 の 立ちで ある。 第三に はこの 地點に 移動し 來る 意味。 「春 立つ」 「秋 立つ」 は、 「春 去 

る」 「秋 去る」 でなくて、 「春 來る」 「秋來 る」 である。 第 一 は 停 立で あり、 第二 は 先方 へ 向っての 移動で あり、 第三 

は 此處へ 向っての 移動で ある。 その 現 狀に甚 しい 相逮が ある。 然るに も 係らす、 それが 同じく 「立つ」 によって 現さる 

る 所以 は、 「立つ」 に 共通した 一 つの 運動が ある。 立ち上る の も 運動で あれば、 行く の も、 來 るの も 運動で ある。 「立 

ち」 の 一般性に は、 この 運動が あって、 それぞれの 立ち を 統一して ゐる 。統一して ゐ ると は 言 ふ ものの 運動の 方向に 
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ついては、 甚 しい 相違が ある。 

また 言葉の 文法 上の 時 は、 事 S 上の 時と 同一 でない。 文法 上の 時 は、 現 赏と感 する ものが 現在で ある。 隨 つて 觀察 

の 立場に よって、 同一 の事實 上の 時が、 或は 現在に もな り、 過去に もな り、 また 未來 にもなる。 現在の 意味に は、 四 

つ ある。 

1、 現在の 時 は 動詞の 終止形で ある。 

二、 眞理、 習慣、 格言 等 は、 現在の 形 をと る。 是等は 何れも 不變 的な 性質 を 示す ものである。 露理も 習慣 も不變 

的で ある C かかる 不變 性の 時 は、 「持 綾 的 現在」 である。 

三、 歷 史上の 事實も 現在の 形 をと る。 これ は 「歷 史的現在」 である。 歷 史上の 事 實は旣 に 決定的 不變 的で ある。 

四、 動作の 繼續 進行 中の もの も、 現在の 形 をと る。 これ もやが て は 止む 時が あり 得る に 相違ない が、 現在の 形で 

は豫想 的に 不變 的に 永繽 する。 r 豫想的 現在」 である。 

この 中 第一 は 直感 直視の 現在 形で ある。 ^二 第三 は 思惟 的の 不變 形で ある。 第 四 は 直感 直視の 現在 形と、 不變の 現 

在 形との 交錯で ある。 「今日は 晴れたり」 の 形 は、 一部 は 今日の 中旣に 通過せ る 時に またがり、 一部 は 現在、 一部 は 未 

來 である。 未來 にも 獍 この 過去 現在の 形で 繼鑌 する こと を豫 想して ゐる。 故に この 三者 を 現在の 形で 代表す る ことが 

出来る。 而 して かかる 進行の 中心が 現在に ある。 故に 之 を 現在と 考へ 得る ので ある。 もし この 動作が ある 時期に 於い 

て 終了せ る 場合に は、 現在完了 である。 これ は 現在 形と しての 現在 を 持つ と共に、 すでに その 進行が 完結し、 豫想は 

不變 的で ない。 


一 56 


かくの 如くであって、 時の 言 紫 も その 基礎に は 一 般 形が ある けれども、 表現 せられた 形 體は、 決して 思視と 一致す 

る もので はない。 

更に も 少し 社會的 多様性 を 持つ 言葉の 例 を 求める と 「小 佾」 の 如き 語が ある。 「小僧」 の 論理的 意味 は、 「僧侶た らん 

とする 少年」 乃至 は 「小さき 僧侶」 である。 しかし 思視的 意味と して は * 之に 加 はる 思視の 三つの 性質に よって、 三種に 

なる。 

1. 思 視の單 なる 脫失 によって、 思視 表出の ない 意味、 卽ち 「少年」 とい ふの みの 意味になる。 しかし この 思志脫 

失 は、 平衡 狀態 ではない から， 思視の 何れ かの 方向に 傾く。 そして 「少年」 の 意味の 變 更によ つて、 商店の 少年 

使用人の 意と もなる。 

え 肯定的 思視 によって、 「愛する 少年」 の 意味になる。 

3. 否定的 思視 によって、 「瘤に さはる 少年」 の 意味になる。 

そして 三者 何れの 意味で あるか は、 語る 思視が 直接に 決定す る。 そして 他の 一 切の 可能 的思視 は、 言葉の 背後に 沈 

んで、 その 陰影と なる。 これが 言葉の 餘韻 である。 言葉の 表出 的 意味と、 この 埋沒的 意味と を 併せ 考 へた ものが、 言 

葉の 幅で ある。 

ま た 「腕 の ある 人」 とい ふ 一一 一一 I： 葉が あり、 これに は 二つの 可 能 的 意味 が あ る。 

L  二 本の 腕 を 持って 居る 人。 

え 敏腕家、 卽ち 才能 ある 人。 
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かう いふ 例 は 可成り 多い。 これ を 體に關 した 一一 一一 n 葉から 選んでも、 さう いふ 幅 を 持つ 表出に は、 「手が 長い」 「尻が 輕 

い」 「尻が 重い」 「鼻の 下が 長い」 「服^が 下って ゐる」 「一 一枚 舌」 等 諸種 ある。 幅の ある 言葉 を 忍 視 的に 決定す る 面白 

さは、 落語に も あり、 川柳に も あり、 日常の 會話 にも ある。 ただ 日常の 會話 では、 同音異義の 言葉 をい とふが、 一 言 

多義 の 語 をば いと はない。 そこ に は 一一 =1: 葉の 陰影が 多 いからで ある。 

一一 目 葉の 思視の 世界 は、 その 構造が 全く 適合して 居ない。 この 二つの 世界 は、 關係 こそ 緊密で あるが， 各獨自 の自裨 

的 世界 を 作って 居り、 その 一方 は 他方の 模寫 ではない。 思視と 言葉との 並行 を假定 すると、 一 一 一一 1! 葉 は 計 劃 的 熟慮の 下に 

創造せられ たこと となり. また 事實 より 見ても、 三つの 點に 於いて 思視と 言葉と は 不適 合で あると 一 一 一一 c はれる。 一つの 

言葉に 多くの 思視 構造の 適する 場合， 卽ち 言葉の 多義なる 場合、 これが 第一。 反 對にー つの 思視に 多くの 言語 構造が 

應じ 得る 場合， 卽ち 類語の 場合、 これが 第二。 類語 的 表出が 再び 多義なる 場合、 これが 第三。 

如何にも 思視と 言葉と は、 全部が 適合して は 居ない。 しかし 適合の 方向に 進み 得る もので あり、 適合す るの が 意志 

である。 適合 しないの は 吾等の 耍求 ではない。 隨 つて 適合し ない 言葉と 思視 との 關係 は、 思視 的に は 異常 的狀 態で あ 

る。 故に 之 は 一 一 一一 口 葉と 思視 との 正 當の狀 態となる 事 は 出来ない。 しかし この 異常の 狀 態の 中で、 思視の 屈折が、 かへ つ 

て 明かに される。 

次 に 言葉と 思視と の 並行 を 假定す る と 、 言葉 は 計 劃 的 熟慮 によつ て 作られた ことにな つて 、事實 に 反する とい ふが、 

もともと 思視も 人間 生活の 最初から、 今日の 如くに 出來 上って 居た 譯 ではない。 漸次に 今日の 精緻に 達した ので ある。 

言葉 も 亦 同様で、 漸次に 今日の 精緻に 達した ので ある。 最初の 狀態 にあって は. その 原始の 様狀 で、 言葉と 思 視とは 


並行して ゐる。 思視 が複雜 になれば、 言葉 も 亦複雜 になる。 その 關係 は必 すし も嚴密 では 無い が、 しかし 常に 平衡の 

保 たれる 狀 態に 進んで ゐる。 さう いふ 工夫から 言葉の 多義 も 生れ、 類語 も 生れ、 更に 類語の 多義 も 生れる。 これ は 思 

視と 言葉との 背反でなくて、 思視と 言葉との 一致 を 示さう とする 耍求 である。 ここに 思 視も言 葉 も活 きて ゐる。 思視 

の 面の 中に 生れた 言葉 か、 中軸 を 展開 軸と して 表現 面に 發現 する。 中軸に よる 廻轉 は、 思視 面と 表現 面と を 相 應ぜし 

める。 これ は 言葉に も、 思惟に も、 その 基礎に 働いて ゐる 意志、 卽ち 中軸が、 兩者を 一 致せし むる 構造 を とらせる。 

隨 つて その 不一致の 構造 は、 卽ち幅 は、 思視の 定位に よって 1 つが 働き、 他が 背後に 沈み * 言葉の 陰影と して 働く の 

である。 この 言葉の 柔軟性、 常に 形 を かへ て 進み 得る 彈カ 性、 卽ち 言葉の 活動 性が 「言 靈」 である。 

今から もう 二十 何年 もの 前で ある。 私 は 植物 細胞 擧に 興味 を 持って、 實驗窒 で顯微 鏡ば かり 眺めて 暮 した ことがあ 

つた。 信 州の 二月 はま だ 全くの 嚴 冬で、 雪 は 深く、 地 は 凍り はてて ゐる。 その 冬の 中に、 私 は 桑の 皮 部の セ クシ ョ ン 

を 切って、 處理 して 鏡 下に 置いた。 みると 細胞の 壁に 沿って、 細胞 液が ぐるぐ る 動いて ゐる。 細胞 はもう 冬の 眠から 

覺め たので ある。 春の 動き は先づ 細胞の 中に 現 はれて ゐる。 私 は 驚いて じっと 顯徵鏡 下の 細胞 を のぞきつ めた。 

. 細胞の 意志 はもう 冬の 中に 働き 出して ゐる。 地 も 木肌 も 凍りつ いて 居る ほどの 冬の 中に、 もう 植物の 意志 は 動いて 

ゐる。 今日は まだ、 すべての 原形質に 共通な 性質 は、 まだ 確定して ゐ ないやう である。 ただ 原形質 は 均等でなくて 不 

均等で ある こと、 その 不均當 な 原形質 は、 絶えす 活動して ゐる こと、 この 二つ は 明かで ある。 隨 つて 細胞の 生活 は， 

活動的な 場合に 於いて 盛で ある。 この 細胞の 中に 活動的に 働く の は、 細胞の 意志で ある。 細胞 を 動かして 居る 活動的 

な もの は、 植物の 意志で ある。 私 は 顯徵鏡 下に 動いて ゐる 春の 動きに 驚いた ので ある。 意志 はすべ ての 形に 先行して 

S 菜の 定位  . 
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ゐる。 

細胞の 原形質に みる 不均等 性と 活動 性と は、 卽 ちまた 言葉の 性質で も ある。 言 紫に 幅の ある こと は、 言葉と 思視と 

の 矛盾 を 示す ものでなくて * 霄 葉と 思 視 との I 致せん とする 耍求を 示す ものである。 言葉 は 確定した 定形の 上に 成立 

する ものでなくて、 不均等な、 不定 形なる 變形. の 上に 成立す る ものである。 一！ 目 葉の この 可變 性が、 不變 性よりも 一 歷 

注意され なくて はならぬ。 

「腕の ある 人」 を 「才能 者」 の 意味と する 表現 は、 「腕の ある」 を以 つて、 「腕に 働き ある」 の 意味 を 示し、 しかも 「才能 

ある」 よりも、 もっと 具體 的で ある。 そこに 働の 形 をみ るからで ある。 才能と いふ 抽象 形 を とらないで、 腕の あると 

いふ 具體形 をと る ことが、 認識 的に 明白で あり、 そこに 思 視の姿 も 明かで ある。 故に 「腕の ある 人」 は、 言葉の 組織 か 

らは、 如何にも 間接の やうで あるが、 その 組織の 形で は、 かへ つて 直接で ある。 かかる 言葉の しなやか さがます 程、 

言葉の 表現 性が 盛になる。 そして その 言葉の 表現 性の 背後に は 思視が ある。 故に 言葉 を 語る にも、 言 紫 を 聞く にも、 

その 最も S 接なる もの は、 その 言 薬に 先行す る思視 である。 言葉 を 語る の は、 思視を 語る ので あり、 言葉 を 聞く の は、 

思視を 聞く ので ある。 一一 目 葉に 先行す る 思視を 語り、 思視を 聞く ので ある。 先行す る思視 は、 中軸の 思視 である。 故に 

語り、 聞く 言葉の 定位 は、 中軸の 方向に 於いて せられる。 中軸 は思視 面と 表現 面との 關係 では 展開 點 であるから、 展 

開點の 立場で せらる る 事になる。 
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日本の 言葉の 性質と して、 言葉の 幅と その 定位との 二つの 有る こと をみ て來 た。 然 らば 國語 0 美 も、 耍 する にこの 

二つの 性質 以外に はない。 卽ち 幅の 美と 定位の 美との 二つで ある。 幅の 美 は 未決定 性の 美で あり、 定位の 美 は 限定 性 

の 美、 簡素の 美で ある。 

幅と は、 展開 點 E とその 移動 び との 間にある ー一 目 葉の 性質で ある。 この 特色 を 歐羅巴 語が、 「性」 に對 する 敏感 性 

と 比較 すれば よく わかる。 歐羅巴 語 は 「性」 の範 圍を擴 大して、 獨逸語 や 古代 英語 は、 手、 足、 手指、 足 指にまで 性^ 

をつ けて ゐる。 手 を 女性、 手指 を 男性、 足 を 男性、 足栺を 女性と する 程に 細かで ある。 何故 手指 は 男性で あるのに、 

足 指 は 女性で あるか。 その 理由 は必 すし も 論理的で はない 。「性」 を 人間 以外の 世界に 迄擴 大して、 太陽 その他にまで 

「性別」 を 行 ふの は、 吾等から 見れば、 實に 性別 過多で ある。 かかる 性別 過多 は， 人間 中心の 視方考 へ 方から 物 を 見る 

結果で ある。 物 を 男性的なる もの、 或は 女性的なる ものと 見る 視方、 感じ 方 は、 東洋に はない。 東洋で は 自然 中心の 

視方考 へ 方 をと つて 居る。 物 を 自然の 立場から 見る けれども、 人間の 立場から は 見ない。 かう いふ 點 でも、 國語は 幅 

が ある。 性別に よる 限定 を 受けて 居ない からで ある。 

また 同じ 日本の 中で も、 幅の 廣狹 に對 して、 相違が ある。 先に 引用して 谷 崎 氏の 大阪 語と 東京 語との 比較で も 明か 

である やうに、 大阪語 は 東京 語よりも 幅が ある。 東京 語 は 論理的で あるら しい。 自分の 家の 子供の 言葉 を 聞いて ゐて 

も その 感 がする。 四つの 男の子 はガギ グゲゴ が發音 出来す、 ナ -I ヌネ ノに發 音して ゐる 程度の 子供で あるが、 「もし は 

入って 居れば は」 とい ふ。 「もし は 入って ゐる 場合に は」 の 意味で ある。 「は 入って ゐれ ば」 を 名詞 形に する ので ある。 

名詞 形に して、 語感 を 整理す る こと をす る。 また 桃 太郞の 話な ど を させて みると、 助詞 を 正確に して、 一 1 省略せ す 
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に 使って ゐる" 大阪が 助詞 を 省略す るのと 可成り ちがって 居る。 g; つ 位の 子供の 中から、 ちゃんと 精密に 言葉 を 使 は 

うとし、 論理的に 整理しょう として ゐる。 それに 比べる と 大阪語 は、 幅が あり、 未決定 的で ある。 隨 つて 直截に 論議 

し、 现義を 明白に する に は、 東京 語が 適當 であるが、 餘情を ふくんで、 含蓄 あらしめ るのに は、 大阪 語が 勝って ゐる。 

東京 語 は 喜劇に は 適しない。 故に 喜劇で は大阪 語に 及ばぬ。 東京で 五九郎 劇の 優位に 居る 所以で ある。 東京 言葉 は、 

理 詰であって、 人 を 笑 はせ る こと は 不得手で ある。 で大 辻司郞 氏な どの 漫文で も、 最後の 助動詞 「です」 を 「デス」 と特 

にかいて、 この 歪な どで 人 を わら はせ るに 過ぎない。 「人氣 者の 人相 判斷」 (昭和 八 年 八月 號 主婦 之 友) に、 菊池寬 氏の 人 

相に ついて、 

こ のお 顔 は、 大變 つまって ねます ね。 小さい とき は苦勞 された が、 中年から 運氣が 開けて、 い rs い r6 盛 ®L1 向 ふ 相で、 ほ 命が 

非常に 長い。 耳 は 持聽官 といって、 こんな に 厚く 圆ぃ耳 は、 何事 も 早耳で、 聰明です。 だから 新聞 雜誌の 記者に 適して ねる で 

す C 

小さい ときから、 陏 親の 御 恩 は、 あま リ 受けずに 苦勞 して ねられる らしい が、 その 苦勞 のお 陰で、 貴方の 運命 は 開けて 行く の 

だから、 決して 御兩 親^ 恨んで になり まぜん ぞ。 

眉^ 兄弟せ I； とい ひます が、 こんな 太い 眉の 人 は、 兄弟が 少く、 あっても、 わ ま リ頼リ に はな リま せんぞ。 

麻雀 だの 競馬 だのと いふ 勝負事が 好きで、 また 上手. たから、 相場な どやれば、 .「 まく 當リ さへ すれば 儲かる が、 外れる と 損^ 

します o 

そんな 危險 な-、 と^しないで、 どうです、 一 っ奮發 して 小說家 になって 御覽 なさい。 その 方が 出世が 早くて、 而も 確^です io 
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この 人相 判 斷のを かし さは、 その 論理 性に ある。 一 W 葉 は 助動詞の 歪に ある。 菊池寬 氏に ついで、 飯 塚 敏子孃 が 出 

てゐ る。 序に 之 も 引用す る。 

これ はまた 素晴らしい シャ ンで、 あなれ は あるです な。 富士額で、 盾 が 優しく、 眼に 愛嬌が あるから、 人 氣商裒 なやれば、 繁 

昌 します。 

あなれ Li はお 父さんが ぁリ ますな。 藤く しても 駄目です。 ちゃんと 骨相に 現れて ねます。 

あな；.！ の やうな 鼻の 形^し^ 人 は、 寒い と 風邪^ 引 さ、 暑い と 汗^かく 性分です から、 暑さ 寒さ に 氣^ つけ るんで す よ。 氣 に 

しちや 因ろ が、 あなた は 結婚し ない 方が いいです ぞ.' 私の この 忠告に 反いて、 もしも 結婚な さると、 喜ぶ 男 はた つれ 一人で、 

失望す る 男 は無數 とい ふ、 怪しから W ことにな リ ます ぞ。 

これ は 未決定 性の 言葉の を かし さではなくて、 決定 性の を かし さで ある。 

また 日本の 語 序で は， 「余 は 身命 を 賭して 行く」 とい ふの が、 普通の 形で ある。 「行く」 とい ふ 述語に 到る 迄に- 「身命 

を 賭して」 の 如く、 考察の 材料 を揷 入して ゐる。 斷定は 最後で あるのに、 この 語 序 を變更 した、 斷定を 先にす る 形 を 

とれば、 「余 は 行く * 身命 を 賭して」 となる。 この 形 は 西洋で は 普通で あっても、 日本で は 特殊で ある。 他の 人に 斷乎 

として 考察の 餘 地を與 へて ゐ ない。 この 形 は 日本語と して は 甚だ 强く、 强 調され た 語法で ある。； U こに も 亦 幅の ない、 

激しい 語法が ある。 

かくの 如く、 幅よりも 定位の 問題、 卽ち の 問題 を 考察 すれば、 明確な 定位 性の 美、 簡素の 美が 生じて くる。 

ここに 國 語の 上の 最も 多くの 美が ある。 

寡 默の美  J- 
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未決定 性の 美で あっても、 それが 讀 まれる 場合 は、 限定的で ある。 未決定 性の もの を、 未決定に よむ ので はない。 

未決定の もの を、 讀む 働、 聞く 働の 中で 限定す る。 「源氏物語」 の 未決定 性描寫 も、 これ を讀む 人の 限定に よって、 明 

確になる。 未決定なる ものが その 中に、 決定す る 働 を 刺戟し、 自己の 未決定に 働く 限定 作用 を誘發 する 處に、 未決定 

性の 美が ある。 換言すれば 未決定 性と は、 あくまで 文の 形體 上の ことで、 それが 讀 まれた もの は、 決定的で ある。 こ 

の 未決定 を 決定に よむ 處に、 讀の彈 性と 深度と が ある。 故に 作品の 形體は 未決定で ぁリ、 讀 者に 對 して は 定位 的で な 

くて はならぬ。 かくの 如き 形が 未決定 性の 美で あるが、 國語 にあって は、 未決定 性の さし 示す 方向の 中に、 自ら 一 つ 

の 性質が 指定され てゐ る。 これが その 特色の 一 つで ある。 その 一方 向と は、 限定が 寡默 なる 定位 を 導く 方向で ある。 

卽ち 定位が 求心 的で あり、 單ー 化の 方向に 進むべき ことが 要求 せられる。 かくて 未決定 性の 美 は、 讀 みの 形に おいて 

は、 寡默の 形で ある。 これが 展開 點 E を^-  & 等に 進めた 結枭 おこる 處の 限定 性、 卽ち^  F  &  F 等の 性質で 

ある。 故に 展開 點の 移動 は、 自然に 二つの 結果 を 生じて ゐる。 

i  、び に 移動した 後方 を ふり か へれば、 E  W が あり、 これが 言葉の 幅になる。 ここに 一つの 美が ある。 

二、  ^ に 移動した 前方 を みれば、 ぼ F が あり、 これが 言葉の 定位になる。 ここに 一 つの 美が ある。 

而 して E は 中軸で あるから、 この 幅と 定位 * 卽ち 未決定と 限定と は、 中軸 移動の 生産で ある。 かくて 國 語の 美 は. 耍 

約 すれば、 中軸の 位置に 關 ずるので ある。 

言葉 は變 化せん とする 傾向と、 定着 せんとす る 傾向と が ある。 變 化の 傾向 は、 分裂 化の 傾向に 著しく あら はれ、 定 

着の 傾向 は單ー 化に 著しく あら はれる。 而し てこの 兩者は 同時に 行 はれ、 その 行 はれ 方 は 時代に よって それぞれの 特 


色が ある。 口語 動詞の 語尾 變化等 ももの 一例で ある。 また 「だに」 「すら」 「さへ」 等に も、 この 變 化の 消息 は 見られ 

る。 比較 語の 重點の 分裂した 結 菜 は、 

L だに。 輕 きを 擧げて 重き を 言外に さとらし む。 卽ち價 値 的に 輕 きょり、 重きに 向 ふ。 比較 移動。 

2. すら。 或る 物 を 擧げて 他 を 類推せ しむ。 卽ち價 値に 關 せす、 特殊より 一 般に向 ふ。 類推 延長。 

3. さ へ。 或る 事柄に 更に 重き もの 加 はる。 卽ち價 値 的に 重き を附 加す る。 增大 移動。 

である。 この 三者 を 比較す るに、 

だに、 さへ。 共に 重き を 加 ふ。 增大。 

だに， すら。 共に 比較の 移動。 移動。 

増大と 移動の ニ點 にて、 「だに」 「すら」 は 「さへ」 に 集中す る ことが 出来る。 かくて 比較 點の 移動に よる 三 様の 分裂 は、 

ここに 於いて、 「さへ」 に 集中し、 歸 一 する 事が 出来る。 故に 「實の 一 つ だに 無き ぞ 悲しき」 「禽獸 すら 恩 を 知る」 「暑 

きに 風 さ へな し」 の三樣 は、 これ を 口語に すれば、 何れも 「さへ」 に歸 一して しま ふので ある。 

かかる 歸 一 の 傾向 は、 言葉の 限定に 基く もので、 この 限定の 結果 は、 「さへ」 にても 明かなる 如く、 語の ふくむ 意味 

は 增大し 幅を增 加して くる。 之に 反しても し 言葉が 分裂した 場合に は、 幅は滅 少して くる。 隨 つて 限定 作用と 幅との 

密接なる 關係を 知る 事が 出来る。 

外國 語に 飜譯 された 自分の 著述 を兑 ると 變な氣 がする。 これ はたし かに 自分の 著述で あり、 他人の 著述で はない。 

しかし、 これ を 自分の 著述 だとい ふに は、 ここに さう いひ きれない 者が 殘る。 それ は 丁度 夜行の 汽車な どに 乘 つて ゐ 
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て、 ふと ガラスに 寫 つて ゐる 自分の 顏を 見る やうな 心 持で ある。 自分の 顔に は桕遝 ない が、 これ を 自分の 顔と いひ 切 

るに は、 如何にも 生氣 がなくて 變 である。 あの世の 顏の 様で あり、 何 かしら 皮 一 重 を 隔てて 自分の 額に 觸れて ゐるゃ 

うで ある。 飜譯 された 自分の 文章 をみ るの は、 ひどく 荒涼した ものである。 しかも 文章の 味の 中で、 最も 譯 しにくい 

の は、 沈默の 味、 餘 白の 味で あらう。 論理 を 追って ゐる 文章で もさう であるから • 文舉 上の 作品で * 特に 沈默の 味、 0 

白の 味 ある 俳句な ど は 一 曆 さう である。 小 泉 八 雲 氏の 俳句の 英文 飜譯は 上手な ものと 言へ るか 言へ ぬか 私に はわから 

ぬが、 しかし 隨分 原作と は 心 持の 變っ たものに なって ゐる。 だから 作者 自身が 讀ん だら、 可成り 變な^ がする であら 

うと 思 ふ。 その 中で も譯し 難い もの は、 「蝶蝶 や」 とい ふ 様な 場合の 「や」 である。 かう いふ 幅の あり、 しかも その 幅 を 

寡默に 定位すべき 言葉で は、 譯す こと は 全然 不可能 だと 言 ひ 得る ので ある。 

一 J はね 

知って ゐる 人の 文章 を讀 んでゐ ると、 讀ん でゐる 間に、 その 人の 特殊な 聲 音が 聞え てく る。 それ 位聲昔 は 大切な も 

の だ。 かう いふ 聲音 は譯し 得ぬ ものに 相違ない が、 しかし 言葉 をよ む 時に、 この 聲音 を讀み 出さなくて はならぬ。 こ 

とに 韻文 を 護む 時には、 之を感 する。 例へば 「萬 葉 集」 5 屮 大兄 皇子の 「三 山の 歌」 

香具 山 は 畝 火な 愛しと ^梨と 相^ ひき 祌 代より 斯 くなる らし 古^ も 然 なれ-、 そ 现身も 襦^ ゆ ふらしき 

の 歌に ついて みると、 香具 山と 耳 梨 山 との 愛の爭 をい ひ、 次に 「神代より 斯 くの 如くであった やうで ある」 とい ふ 推定 

をし、 更に 「古 もさう であった」 と 確定して ゐる。 この 推定と 確定と を 通じて. 第三に 自分の 現在の 立場に かへ つて、 

「現 身 も 蠕を爭 ふらしき」 といって ゐる。 この n 一つの 判定の 間に、 中 大兄 皇子の ため S を 聞く 忍が する。 かう いふ 嘆息 

は、 この 歌の 中軸 をな す ものであるが、 言葉の 上に は 出て ゐ ない。 r 斯く なれ こそ」 「然 なれ こそ」 とい ふやうな 判定の 
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中に、 自らに して 現れて ゐる。 しかし これ を飜譯 する こと は 不可能で あらう。 この 何もない 所に 立ちの ほる 嘆息、 こ 

の餘 白の 嘆息、 それ を 聞き落して は、 この 歌 は 成立たない。 

1 碧樓 氏の 第五 句集 「芝生」 から、 試に 數首 を拔 く。 

好 口 梅 木々 の 花 さき 風の こ ゑ 

と つと、 フ 鳥と つ と- T なく 靑く て^;? い U 靑くて 一 33-  、-  U- 

天地 霜夜 わが 机：. ifs リ 

眩 

秋の 日 飯，：： し 雲. H し 

草に 立って 聞 ゆる は 風 吹く おと 

水の 音 松の 花 ささ 

蒐^-山の 水 われに 來る 

是 等の 自由 律 俳句 を K いて ゐる 一 つの 特色 は、 助詞が 著しく 省略 せられて 居る こと、 その 故に、 各 語が 獨 立して、 

全 體の感 が 著しく 漢詩に 近い ことで ある。 試に 引いた 第 一 句、 これ は 好き 日和で、 梅の 木木に 花 さき、 聞き入れば 風 

の聲 もす るので ある。 この 時 第一 節と 第二 節との 下に、 よんで 行く と 助詞 を感 する のに， ここに は それが お略されて 

ゐる。 すべて 物 はなき 後に おいて、 11^^; 在 を 感ぜし める。 父の こと を 心から 思 ふの は、 父 無き 後で ある。 助詞の 感 

ぜら るる 今、 助詞な きを 以 つて 一 暦 その 助詞 を感 する。 愛惜の 心を以 つて さへ、 助詞 を感 する。 まだ 助詞な き 時代に 

寡 默の荬 


は、 この 感を 持ち 得なかった に 相違ない が、 吾等の やうに 發 達した 助詞 を 持つ もの は、 それが 當然 あるべき 地位に、 

無ければ 一 暦 その 存在の 感が 大きい。 存在の 意向が 生きて くる。 ここに 耍 求の 形で 助詞が 出て くる。 第二 句 * とつと 

う 鳥 は 郭公 鳥で ある。 郭公 鳥がない てゐ る。 とつとうと 鳴いて ゐる。 靑 くて 低い 山が ある。 靑 くて 高い 山が ある。 む 

せる やうな 靑 葉の 山で なく 郭公 鳥 をき いて ゐ るので ある。 「とつとう 鳥が とつとう となく。 靑 くて 低い 山 見え、 靑 くて 

高い 山 見 ゆ」 の景觀 である。 ここに も 節節の 助詞が 省略 せられて ゐる。 第三 句、 天地に 霜の 氣が滿 ちて ゐる。 夜 深く 

窒內に 霜 を 感じて ゐる。 自分 は今杌 によって， 窓外の 天地に 霜の 滿 ちし を 感じて ゐる。 これが 「天地 霜夜 わが 

机に より」 であらう。 

かくの 如くして、 棄 つる ことによって、 一 ^活活 とする のが、 これが 是 等の 俳句の 特色で あらう。 ここに は說 明の 

ない、 端的な 直截な 感受が あり、 その 感受 は、 吾等が 是 等の 俳句から 感じ 得らる るよりも 遙 かに 短 かい 形で ある。 故 

に感 はむしろ 句に 滿ち 溢れて ゐる。 この 滿溢 は、 その 句 を 緊張させる。 餘 白に 立つ 美の 姿が ここに ある。 

かう いふ 餘白 による 美に 着目した 讀み 方が ある。 これ を 五十嵐 力 先生 は、 「接 離 法」 と 言って 居られる。 

接 離 法 は 一種の 句讀 法と 云うても よい、 文法 上 切るべき 所^ 铰け、 續 くべき 所^ 切って 趣味^-添 ふる 詞姿 で、 漢文 家の 謂 ゆる 

上 字 下 讀而下 字上讀 する ものである。 例へば 文法 上 は 「汝の 言 ふ 所 尤もな リ。 さりながら 思うても 見 r*」 と 切る ベ き 所^、 「汝の 

首 ふ 所 尤もな リさリ ながら ノ 思うても み io」 とし、 文法 上 「人心 隔てぬ 中の 戯れ は 面白 や。 諸共に 近く  r* リズ つむ」 と 切る ベ 

き 所^ 「人心 o 隔てぬ 屮の 戯れ は。 面白 や 諸共に。 近く  r6 リて 語らむ。」 とする 類 ひで、 謂 物、 語り物、 謠ひ 物、 朗讀、 唱欲 等、 

凡そ 文章^ 美術的に 請む ものにして 此の 詞姿^ 用 ひ W はない。 義太夫語りの 口上に 「太 阁記何 段 目。 竹 本 筑後椽 三味線 C  00 
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某 」 と 切リ、 5 僧 Is 「此 S は 無明の， 照らす 大法 燈也。 生死 のま 斷っ大 利劍也 南無。 妙法 讓經 f  。 妙法 蜃 

拜」 と切 るが 如き、 凡て 此の 法 ま 用した ものである。 遠近法の 秦の 如き、 gsss に 簾 5 ば、 其の 味 は ひの 

少. ^ 力らざる 部分が 消え去ろ であらう。 (新 文章 講話) 

かかる 餘 白に？ る 味 は、 文の 中心の 味で ある。 最初から 無き もの は、 何の 味に もなら ない。 有る もの を、 E.  B 

移動に よって、 中に 移し 入れた 場合に、 はじめて 餘 白の 價 値が 出て くる。 

助詞 も 一 一語 源が わかる と は 言へ ない が、 大體に 於いて 最初 は 何れも 獨 立の 意味 を 持って 居たら しい。？」 は 「よ、 

れ」 I おし、 「こそ」 は 「此れ」 「其れ」 とい ふ 同源の 二つの 墓の 重なった もの、 「より」 は 「由る」 の 連用形 的の もの 

で- 「陸より 行く」 の 如く 經由を 示し、 更に 一 轉 して 「越 路 より-行く」 の 如く 出 發點を 表し、 再轉 して 基 點を表 まし 、「匕 

より 美し」 の 如く、 比 g 基礎 を 示す やうに なった と說 かれて 居る。 かくの 如く 助詞の 謹 は、 助詞 をして 實 現の 倾 

向 を 示す もの、 特に 精神的 態度 を 示す ものと なって 來」 こ。 

東の 山 は 春 日 山な り。 

の 表現に 於いて、 支那 文法に て は、 「東」 「山」 「實 山」 i 辭 とし、 「の」 「は」 「なり」 を虚辭と 見て ゐる。 II 

振に て 現し 得る もの、 後 f 身 振？ 現し 得ぬ もので I。 虚 g 霸集 ささて. 實 在の 傾向 I すので ある。 

實辭 は虚辭 によって 限定され る。 その 限定の 仕方 S 様で ある。 

東 J を これ 春 日 山と いふ。 

東の 山 は 卽ち春 日 山な り。 

寡 K の 美  一 
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東に ある 山 は卽ち これ 泰日 山な り。 

その他の 限定の 仕方が ある。 しかも その 限定の 仕方に、 語る 人の 精神的 態度が みえる。 然るに 言葉 それ 自身が、 こ 

の 限定 をな す ものが ある。 語尾の 活用が これで ある。 語根 は 限定 せられる もの， 語尾 は 限定す る ものである。 この 限 

定 せらる る もの は、 いはば 實辭 であり、 限定す る もの は、 いはば 虚辭 である。 故に 動詞の 形 は實辭 と虚辭 との 複合 體 

である。 助詞が 名詞 を 限定す る 形、 「山 は」 「山に」 「山の」 「山 を」 等 を、 一 種の 曲折と 考 へても よい。 また 接頭語、 

接尾語の 結合 も 一種の 曲折で ある。 「君 は 月 を 見た か」 を、 音の 膠着に よって、 「君 や あ、 月よう 見た か」 の 如くなる 方 

言が あり、 「君 や あ」 「君よう」 「月よう」 の 如き は、 やや 曲折 形と みられる 形であって、 名詞と 助詞との 結合が、 曲折 

を 有する こと を 示す かと 像 想せ しむ. る 一 形體 である。 

=3 折よりも、 助 ！！• 助動詞の 限定 作用 は、 一 曆 精緻で ある。 動詞の 曲折 は、 將然形 • 連 用形* 終止形 • 連體形 *已 

然 形. 命令形 等の 數形 のみで ある。 これ を 零 辭は更 に 細かに 限定す るので ある。 「は」 「の」 「に」 等の なす 限定 作 用 

を 動詞 はなし 得ない ので、 動詞 は連體 形に 於いて その 限定 を受 くる こと を豫定 して ゐる。 曲折と 零辭 との 限定に よつ 

て、 表現 は 細かに 限定 せられて、 思視 面よりの 廻轉 力と なる。 故に 零辭 は、 表現の 中軸 をな すので ある。 かくの 如く 

零辭が 表現の 中軸 を なすこと によって、 文の 形體 を短少 になし 得る。 これが 日本に 短詩 形の 發 達せる 理由で ある。 長 

歌 は 短歌に、 短歌 は 俳句に 向って 形體を 短縮して 居る。 

零辭 はもと もと 孤立語で ある。 しかし 身扳に 結合せ す、 外在に 結合せ す、 内的 態度に 結合して ゐる。 この 態 S によ 

つて 表現の 限定 をして ゐる。 故に 表現の 中軸と なり、 表現の 精神的 傾向と なる。 零辭 自身 は 傾向 的で あり、 未決定 的 
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である。 自ら は 何物 を も 示さない が、 表現の 作用の 中に あって は、 態度 を 示し、 その 立場に よって、 限定 作用 をす る。 

語る と は 限定に 限定 を 重ぬ る ことで あり、 主語が 限定され る ことで ある。 主語 的 立場 は 1 般 的の 立場で あるが、 この 

一般的の 立場 を， 限定に よって、 特殊 的に する。 それ を 語る 間に も猶、 語り 方の 上で、 ある 種の 限定が 加 はる。 例へ 

ば 反復 法と 呼ばる る 態度の 如きで ある。 高まる 感は、 それが 反復 せられる。 ここに も 1 つの 限定が ある。 しかし かか 

る 反復 は 語 以上の ものであるから、 ここに は觸れ ない。 

語る ことのない 沈默 は、 表現で はない。 語らす して 語る 味、 語らす して 通す る 味、 「以心 傳心」 の 味が、 沈默の 味、 

寡默の 味で ある。 限定に 限定 を かさねて、 定位し 得た もの は Y 寡默の 味で ある。 それ は 語 を 重ねる ことでなくて、 語 

を 制限す る ことで あり、 語の 示す ものでなくて、 語と 語との 間に ふくむ もの、 語と 語との 間の 關係 態度 を 示す もので 

ある。 現る る こと を少 くして、 現れざる もので 支持す る こと、 これが 寡默の 味で ある。 隨 つて 日本 は 語る のに 身 振 を 

いと ふ。 身 振 は 限定 を受 くる ものである。 限定 をう けて 後 表現と なるべき もの を、 未 限定の 形で 表現の 中に 出す の を 

厭. ふので ある。 言葉と 一一 目 葉との 間 をき くの が、 眞に 聞く 態度で ある。 日本の 音樂 をき くのに も、 一 つの 昔が 終り、 ま 

だ 次の 音の はじまらぬ 間 をき くの が， 大切な 態度で ある。 かくて 限定に よって 餘 白が 生す る。 限定と 餘 白と は 

と^ IF とが 連鑌 する やうに、 連繽 した 系統で ある。 この 餘白 をき くこと、 この 餘白 をみ る こと、 この 行と 行との 

間 をよ むこと、 これが 眼光 紙背に 徹する、 護の 徹見 である。 隨 つて その 徹見 にた ふる 文學 は、 餘白 によって 生きな く 

て はならぬ。 しかし 餘白 によって 生きる と は、 必す しも 文章の 形體を 小に する こと をのみ 意味し ない。 長篇 であって 

も、 その 句節の 間に それ をな し 得る。 森鷗外 氏が、 その 小說の 中で、 經歷を 列記す る 場合が ある。 例へば 「栗 山犬 膳」 
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で、 

利 章の 父 栗 山 利 安 は、 素播 磨の 赤松 氏の 支流で、 小字 は 善 助、 中-ころ 四 郎右衞 門と 稱し、 後に 備 後と 名告 つた。 ミ文 二十 年，， 

播磨國 淡 河の 城に 生れ、 永祿八 年に 十五 歳で、 同國姬 山の 城主 黑田官 兵衞孝 高に 仕へ、 、水祿 十 一年に 孝 高の 嫡子 松壽が 生れて 

から、 若殿 附 にせられれ。 孝 高は忠 之の 祖父、 後に 長 政と なつれ 松 壽は忠 之の 父で ある。 

とい ふ 風で ある。 かう いふ 列記 は履歷 書の やうに なり 勝ちで あるのに、 鷗外 氏の 場外に は、 そ^が 1 1 背景 を 持ち、 

立體 的に 明確に なって 来る のが 不思議で ある。 これ も餘 白の 味で ある。 池 大雅の 如き も、 畫 面に かかれる 處 より は、 

餘 白が むづか しいと 言って ゐ たやう であるが、 かう いふ 苦心が、 日本の 美の 基礎で ある。 そして この 餘 白の 味に 代 ま 

せらる る 寡 默の味 は、 日本の 言葉の 目 ざして 来た 根本の 性 貧で ある。 換言すれば この美 は、 中軸に よりて 示さる る. S. 

軸 性の 美で ある。 

〔附記〕 この 論文で は、 言葉な 取扱って、 音な 取扱はなかった。 それから 言葉が なす 文 も、 文法的の 文に 局限して、 文章に は 

考察^ 及ぼさな かつれ 。文法的 文 はい はば 1 兵卒で ある。 文章 は その 文法的 文の 組^で あり、 一 聯隊、 ー師阅 でもる o 文法. g 

文 は 一 細胞で もリ、 文章 は 一 生體 である。 故に 言葉の 獒學は そこ 迄 進まなければ ならぬ こ、 文法的 文： は、 美の 問題 w 極めて 

根源の 形 LL 於いての みし か舍 まれて 居ない。 しかし 論文の 大 さは はじめから 豫定 されて 居る ので、 文章 的 文に つ いての 考察. o 

亦、 之^ 除い^。 隨 つて 此處 Li は、 所謂 修辭學 の 問題 は、 仝く 取扱 ふこと が出來 なくて 終った。 故に 「言語 美學」 とい ひなが 

ら、 十分なる 言語の 美學^ なし 得なかった。 (昭和 九 年 十月 二日 午後) 
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